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外
国
の
特
殊
部
隊
で
の
高
官
の

ス
ピ
ー
チ
が
、
実
に
感
慨
深
い
も

の
で
し
た
。

　

﹇
朝
、
起
き
た
ら
一
番
に
、
ベ
ッ

ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
し
ろ
。
﹈

　

毎
朝
一
番
に
一
つ
の
タ
ス
ク

（
課
題
）
を
完
了
さ
せ
た
事
が
、

君
た
ち
の
自
信
の
積
み
重
ね
に
な

る
。
朝
は
実
に
忙
し
い
。
だ
か
ら

こ
そ
先
ず
、
今
ま
で
寝
て
い
た

ベ
ッ
ド
を
整
え
、
そ
れ
か
ら
洗
面
、

着
替
え
、
食
事
を
。

　

高
官
は
続
け
ま
す
。
君
達
に
は

実
に
様
々
な
事
が
有
る
だ
ろ
う
。

腹
の
立
つ
事
も
苦
し
い
事
も
あ
る

だ
ろ
う
、
そ
ん
な
君
を
そ
の
日
の

最
後
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
が
、

君
の
ベ
ッ
ド
だ
。
決
し
て
君
を
拒

否
せ
ず
、
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
。

　

そ
の
大
切
さ
が
解
か
っ
た
ら
、

次
に
家
族
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
大

切
に
し
ろ
。
疲
れ
た
君
を
必
ず
受

け
入
れ
て
く
れ
る
そ
の
人
達
を
。

そ
し
て
そ
の
人
達
を
受
け
入
れ
て

い
る
国
家
を
。
国
家
の
為
に
君
た

ち
は
存
在
す
る
。

　

全
て
は
律
と
情
で
成
立
つ
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　

武
智
。
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四
十
年
以
上

頂
上
社　

　
　

中
西　

幸
男　

四
十
五
年

三
の
鎖
元

　
　

都
築　

用
典　

四
十
一
年

成
就
社

　

救
護
班

　
　

曽
我　

政
夫　

四
十
六
年

　

神
前
受
付

　
　

西
海　

賢
二　

四
十
二
年

三
十
年
以
上

頂
上
社

　
　

深
川　

健
二　

三
十
五
年

成
就
社

　

崇
敬

　
　

古
賀
す
み
え　

三
十
三
年

　

安
芸

　
　

村
上　

純
子　

三
十
二
年

二
十
年
以
上

頂
上
社

　
　

田
窪　

一
善　

二
十
三
年

　
　

川
ノ
上
一
博　

二
十
三
年

成
就
社

　

総
務
室

　
　

加
藤　

法
泰　

二
十
八
年

　

崇
敬

　
　

武
田
登
紀
子　

二
十
七
年

第
二
番　

智
の
御
神
像
奉
持

西
条
周
桑
崇
敬
組
合

　

今
井　

美
文　

監
長

合
計　

六
十
二
名

第
三
番　

勇
の
御
神
像
奉
持

西
条
周
桑
崇
敬
組
合

　

工
藤　

浩
棋　

副
取
締

合
計　

五
十
名

◎
六
月
三
十
日

口
之
宮
本
社
か
ら
中
宮
成
就
社

◎
七
月
十
一
日

中
宮
成
就
社
か
ら
口
之
宮
本
社

御
神
輿
渡
御
奉
仕

大
保
木
・
石
鎚
の
氏
子
青
年
団

並
び
に
有
志
の
皆
様

御
神
輿
渡
御
総
責
任
者

　

伊
藤　

竜
男　

氏

一
番　

仁
の
御
神
輿　

責
任
者

　

大
保
木　

工
藤　

浩
棋　

氏

二
番　

智
の
御
神
輿　

責
任
者

　

石　

鎚　

佐
伯　

信
男　

氏

三
番　

勇
の
御
神
輿　

責
任
者

　

大
保
木　

曽
我
部
智
史　

氏

　

以
上
の
皆
様
に
ご
奉
仕
を
頂
き

ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
報
告
致
し
、
深
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

◎
七
月
一
日　

御
神
像
奉
持

中
宮
成
就
社
か
ら
奥
宮
頂
上
社

総
括
責
任
者

大
分
崇
敬
組
合

　

西　

勝
司　

大
会
長

金
幣
奉
持
者

大
分
崇
敬
組
合

　

堤　

寛　
　

副
取
締

一
番　

仁
の
御
神
像
奉
持

大
分
崇
敬
組
合

　

姫
野　

良
太　

名
誉
部
長

合
計　

八
十
一
名

二
番　

智
の
御
神
像
奉
持

中
予
崇
敬
組
合

　

宮
田　

尚
樹　

元
老
大
顧
問

合
計　

百
名

三
番　

勇
の
御
神
像
奉
持

東
予
崇
敬
組
合

　

栗
尾　

太
二　

大
取
締

合
計　

六
十
五
名

◎
七
月
十
日　

御
神
像
奉
持

奥
宮
頂
上
社
か
ら
中
宮
成
就
社

総
括
責
任
者

備
後
崇
敬
組
合

　

深
川　

健
二　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　
　
　
　

有
功
神
鏡
笏

金
幣
奉
持
者

備
後
崇
敬
組
合

　

佐
藤　

孝
次　

元
老

第
一
番　

仁
の
御
神
像
奉
持

備
後
崇
敬
組
合

　

園
尾　

英
樹　

元
老
大
顧
問

合
計　

八
十
八
名

　

中
予

　
　

山
本
眞
理
子　

十
年

　

本
教

　
　

城
戸
留
里
子　

十
年

　

神
前
受
付

　
　

肥
田
真
由
美　

十
年

　
　

十
亀　

勉　
　

十
年

土
小
屋
遙
拝
殿

　
　

渡
邉　

康
則　

十
八
年

　
　

水
口　

泉　
　

十
五
年

　
　

濵
口　

公
宏　

十
四
年

　
　

澁
谷　

理
恵　

十
一
年

　
　

峯
本　

義
晴　

十
一
年

　
　

坪
内　

続　
　

十
年

本
社

　
　

森
岡　

英
子　

十
二
年

　
　

善
家　

祐
二　

十
年

奉
仕
場
所
は
本
年
の
も
の
で
す
。

名
前
下
の
数
字
は
勤
続
年
数
で
す
。

順
不
同
・
敬
称
略
。

権
宮
司
・
十
亀　

記

救
護
班

　
　

十
亀　

浩
範　

二
十
三
年

　
　

河
原　

廊　
　

二
十
年

土
小
屋
遙
拝
殿

　
　

都
築　

芳
憲　

二
十
八
年

　
　

勝
見　

安
美　

二
十
五
年

本
社

　
　

井
上　

裕
之　

二
十
年

　
　

牧
野　

洋　
　

二
十
年

　
　

森
田　

茂　
　

二
十
年

　
　

森
田　

る
み　

二
十
年

十
年
以
上

三
の
鎖
元

　
　

中
村　

吉
孝　

十
年

成
就
社

　

山
口

　
　

長
野　

辰
男　

十
八
年

　
　

田
辺　

和
彦　

十
五
年

　

神
職
室

　
　

入
江　

伸
明　

十
五
年

　
　

長
元　

祥
泰　

十
四
年

　
　

進
藤　

雄
作　

十
二
年

　
　

初
谷　

忠
彦　

十
一
年

　

南
予

　
　

山
内　

康
治　

十
二
年

　

備
後

　
　

西
原　

善
久　

十
一
年

　
　

浅
利　

伸
吉　

十
一
年

　

東
予

　
　

星
川　

弘
明　

十
年

　

本
年
の
御
山
開
き
大
祭
に
て
、

五
年
に
一
度
の
奉
仕
者
勤
続
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

御
山
開
き
大
祭
は
、
信
徒
の
方

の
ご
奉
仕
無
く
し
て
は
成
り
立
た

な
い
お
祭
り
で
あ
り
、
多
く
の
皆

様
が
長
き
に
わ
た
り
ご
奉
仕
下
さ

い
ま
す
事
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

表
彰
の
対
象
は
、

①　

本
年
を
含
み
、
合
計
十
年
以

　

上
ご
奉
仕
の
方
。

②　

複
数
場
所
ご
奉
仕
の
場
合
、

　

頂
上
社
、
成
就
社
、
土
小
屋
遙

　

拝
殿
、
本
社
、
全
て
の
合
計
年

　

数
。

③　

複
数
部
署
ご
奉
仕
の
場
合
、

　

奉
仕
課
、
組
合
奉
仕
、
全
て
の

　

合
計
年
数
。

　

表
彰
式
は
、
頂
上
社
、
成
就
社
、

土
小
屋
遙
拝
殿
、
本
社
の
各
所
で

行
わ
れ
た
。

　

長
き
に
渡
る
ご
奉
仕
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
、
ご
芳
名
を
ご
披

露
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
七
年
霊
峰
石
鎚
山　

御
山
開
大
祭

  
御
神
輿
渡
御
・
御
神
像
奉
持  

奉
仕
者
各
位

令
和
七
年 

霊
峰
石
鎚
山　

御
山
開
大
祭

  
御
神
輿
渡
御
・
御
神
像
奉
持  

奉
仕
者
各
位

令
和
七
年
霊
峰
石
鎚
山　

御
山
開
大
祭

  
御
神
輿
渡
御
・
御
神
像
奉
持  

奉
仕
者
各
位

令
和
七
年

　
　
　
　

御
山
開
き
大
祭

奉
仕
勤
続
表
彰
行
わ
れ
る

令
和
七
年

　
　
　
　

御
山
開
き
大
祭

奉
仕
勤
続
表
彰
行
わ
れ
る

令
和
七
年

　
　
　
　

御
山
開
き
大
祭

奉
仕
勤
続
表
彰
行
わ
れ
る

勤
続
表
彰
者　

ご
芳
名
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備
後

　
　

西
原　

善
久　

十
一
年

　
　

浅
利　

伸
吉　

十
一
年

　

東
予

　
　

星
川　

弘
明　

十
年

　

本
年
の
御
山
開
き
大
祭
に
て
、

五
年
に
一
度
の
奉
仕
者
勤
続
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

御
山
開
き
大
祭
は
、
信
徒
の
方

の
ご
奉
仕
無
く
し
て
は
成
り
立
た

な
い
お
祭
り
で
あ
り
、
多
く
の
皆

様
が
長
き
に
わ
た
り
ご
奉
仕
下
さ

い
ま
す
事
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

表
彰
の
対
象
は
、

①　

本
年
を
含
み
、
合
計
十
年
以

　

上
ご
奉
仕
の
方
。

②　

複
数
場
所
ご
奉
仕
の
場
合
、

　

頂
上
社
、
成
就
社
、
土
小
屋
遙

　

拝
殿
、
本
社
、
全
て
の
合
計
年

　

数
。

③　

複
数
部
署
ご
奉
仕
の
場
合
、

　

奉
仕
課
、
組
合
奉
仕
、
全
て
の

　

合
計
年
数
。

　

表
彰
式
は
、
頂
上
社
、
成
就
社
、

土
小
屋
遙
拝
殿
、
本
社
の
各
所
で

行
わ
れ
た
。

　

長
き
に
渡
る
ご
奉
仕
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
、
ご
芳
名
を
ご
披

露
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
七
年
霊
峰
石
鎚
山　

御
山
開
大
祭

  

御
神
輿
渡
御
・
御
神
像
奉
持  

奉
仕
者
各
位

令
和
七
年 

霊
峰
石
鎚
山　

御
山
開
大
祭

  

御
神
輿
渡
御
・
御
神
像
奉
持  

奉
仕
者
各
位

令
和
七
年
霊
峰
石
鎚
山　

御
山
開
大
祭

  

御
神
輿
渡
御
・
御
神
像
奉
持  

奉
仕
者
各
位

令
和
七
年

　
　
　
　

御
山
開
き
大
祭

奉
仕
勤
続
表
彰
行
わ
れ
る

令
和
七
年

　
　
　
　

御
山
開
き
大
祭

奉
仕
勤
続
表
彰
行
わ
れ
る

令
和
七
年

　
　
　
　

御
山
開
き
大
祭

奉
仕
勤
続
表
彰
行
わ
れ
る

勤
続
表
彰
者　

ご
芳
名
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今
大
祭
は
夏
晴
れ
の
中
で
の
登

山
と
な
り
ま
し
た
。
奥
村
敏
仁
前

理
事
長
は
じ
め
二
十
七
名
は
朝
五

時
に
松
山
を
出
発
し
土
小
屋
遙
拝

殿
へ
。
お
祓
い
を
受
け
、
頂
上
社

に
出
発
。
頂
上
社
に
て
、
源
泉
献

湯
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
山
冨
左
衛
門
相
談
役
を
始
め

「
道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊
」
十
六
名

の
皆
様
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
て
成

就
社
へ
。
神
門
に
て
頂
上
か
ら
下

山
し
た
皆
様
を
出
迎
え
、
成
就
社

れ
か
ら
も
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、

愛
媛
県
、
松
山
市
、
西
条
市
、
久

万
高
原
町
が
発
展
し
て
い
く
様
、

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
奉
納
に
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ご
報

告
と
致
し
ま
す
。権

宮
司　

十
亀　

記

御
本
殿
で
の
源
泉
・
お
身
ぬ
ぐ
い

神
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
さ
ん
は
神
門
前
で

隊
列
を
組
み
、
新
山
相
談
役
を
先

頭
に
、
神
職
・
氏
子
立
螺
の
会
の

前
導
で
ご
本
殿
へ
参
進
。
殿
内
で

は
武
智
宮
司
以
下
役
員
が
お
出
迎

え
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
で
の
入
殿

と
な
り
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
源
泉
を
神
前
の
案

へ
献
湯
。
祝
詞
奏
上
の
後
、
源
泉

を
手
桶
へ
移
し
替
え
、
内
陣
へ
移

動
。
御
神
像
を
拭
い
清
め
る
「
お

身
ぬ
ぐ
い
」
を
行
っ
た
後
、
参
列

者
へ
の
御
神
像
拝
戴
と
な
り
、
参

列
者
一
同
お
守
り
頂
く
事
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
、
心
願
成
就
を
祈

り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
十
周
年
を
迎
え
、
本
年

は
参
加
人
数
が
過
去
最
高
と
な
り
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
石
鎚
山
と
の

ご
縁
を
結
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
「
お
山
の
神
様
」
と
「
お
湯

の
神
様
」
の
ご
縁
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
霊
氣
溢
れ
る
お

山
に
登
る
事
で
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

が
元
気
に
な
り
、
仕
事
も
生
活
も

よ
り
良
き
方
向
へ
と
導
い
て
頂
け

ま
す
。
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る

事
へ
の
「
感
謝
」
を
忘
れ
ず
、
こ

　

お
山
開
き
大
祭
の
七
月
三
日
、

松
山
市
の
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組

合
（
帽
子
大
輔
理
事
長
）
・
道
後

石
鎚
ご
縁
隊
（
大
木
正
治
隊
長
）

並
び
に
ご
関
係
の
皆
様
に
よ
り
、

道
後
温
泉
の
「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い

神
事
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
縁
は
役
行
者
の
開
山
縁

起
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
西
暦
六

八
四
年
に
白
鳳
地
震
が
発
生
。
四

国
地
域
は
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

道
後
温
泉
の
お
湯
も
止
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
西
暦
六
八
五
年
に

役
行
者
が
祈
り
を
捧
げ
石
鎚
山
を

開
山
し
た
お
陰
も
あ
っ
て
か
、
道

後
の
お
湯
も
再
び
わ
き
出
し
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
か
ら
千
三
百
四
十

年
の
時
が
流
れ
、
歴
史
を
繙
き
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
中
で
、
と

も
に
地
域
の
宝
で
あ
る
「
石
鎚

山
」
と
「
道
後
温
泉
」
が
結
び
付

く
事
に
な
り
、
今
回
十
一
回
目
の

「
源
泉
お
身
拭
い
神
事
」
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
最
古
の
温
泉
・
道
後
温
泉

  
道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊

  
「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い
神
事
」
七
月
三
日

日
本
最
古
の
温
泉
・
道
後
温
泉

  
道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊

  
「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い
神
事
」
七
月
三
日

日
本
最
古
の
温
泉
・
道
後
温
泉

  
道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊

  
「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い
神
事
」
七
月
三
日

　

広
島
県

水
主
川
珠
美　
元
老
大
顧
問

　

広
島
県

丸
小　

裕
美　
元
老
大
顧
問

　

奈
良
県

福
本　

幹
男　
元
老
大
顧
問

　

愛
媛
県

西
松　

繁
夫　
元
老
大
顧
問

　

愛
媛
県

曽
我
部
浩
二　
元
老
大
顧
問

　

長
年
の
ご
功
績
に
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司　

十
亀　

記

　

本
年
の
お
山
開
き
大
祭
に
お
い
て
新
先
達
を
五
名
以
上
育

成
さ
れ
、
新
会
符
の
お
世
話
を
頂
い
た
大
先
達
に
表
彰
状
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
会
符
を
受
け
る
」
と
い
う
事
は
石
鎚
大
神
様
の
信
仰
の
氏

子
と
な
り
、
石
鎚
山
と
深
い
ご
縁
を
頂
く
事
で
す
。
そ
の
ご

縁
結
び
を
今
大
祭
の
期
間
中
に
数
多
く
お
世
話
下
さ
っ
た
『
大

先
達
』
の
顕
彰
で
あ
り
、
各
所
に
於
い
て
表
彰
状
の
発
令
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
来
年
に
向
け
て
一
人
で
も
多
く
の
新
先
達

と
石
鎚
大
神
様
と
の
ご
縁
が
結
ば
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
ご

報
告
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司
・
十
亀　

記

東
予
崇
敬
組
合

　

宝
光
山
関
東
石
鎚
教
会
長　

冨
田　

直
幹　

元
老
大
顧
問

大
分
崇
敬
組
合

　

尺
間
嶽
教
会
長　
　
　
　
　

田
島　

大
悟　

元
老

備
後
崇
敬
組
合

　

蔵
王
薬
師
講
社　
　
　
　
　

大
瀧　

清
延　

元
老

　

蔵
王
藤
鳶
講
社　
　
　
　
　

藤
原　

健
司　

副
監
長

　

ご
奉
仕
を
十
年
以
上
に
し
て
今

年
も
奉
仕
さ
れ
た
方
々
へ
、
表
彰

之
品
﹇
金
之
鈴
﹈
を
贈
呈
致
し
ま

し
た
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
御
山
開
き
大

祭
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
御
神
像

奉
持
へ
長
ら
く
の
ご
奉
仕
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
一
日

大
分
崇
敬
組
合

　

堀　

瑛
介
・
椛
田　

得
忍

中
予
崇
敬
組
合

　

佐
伯　

直
哉
・
山
口　

拓
朗

　

野
中　

英
樹
・
沖
本　

賽

　

石
井　

重
徳
・
吉
川　

忍

七
月
十
日

西
条
周
桑
崇
敬
組
合

　

中
村　

亮
太
・
池
内　

大
輔

　

青
野　

好
伸
・
黒
川　

尚
彦

　

曽
我
部
数
也
・
佐
伯　

政
信

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
七
年　

先
達
表
彰

令
和
七
年　

先
達
表
彰

令
和
七
年　

先
達
表
彰

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

御
神
像
奉
持

七
月
一
日
・
十
日

奉
仕　

勤
続
表
彰

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

 

御
神
像
奉
持

 

七
月
一
日
・
十
日

 

奉
仕　

勤
続
表
彰

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

御
神
像
奉
持

七
月
一
日
・
十
日

奉
仕　

勤
続
表
彰

令
和
七
年

お
山
開
き
大
祭  

功
労
章

  

神
鏡
笏　

拝
受

令
和
七
年

 

お
山
開
き
大
祭  

功
労
章

  

神
鏡
笏　

拝
受

令
和
七
年

お
山
開
き
大
祭  

功
労
章

  

神
鏡
笏　

拝
受

か　

こ
が
わ
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今
大
祭
は
夏
晴
れ
の
中
で
の
登

山
と
な
り
ま
し
た
。
奥
村
敏
仁
前

理
事
長
は
じ
め
二
十
七
名
は
朝
五

時
に
松
山
を
出
発
し
土
小
屋
遙
拝

殿
へ
。
お
祓
い
を
受
け
、
頂
上
社

に
出
発
。
頂
上
社
に
て
、
源
泉
献

湯
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
山
冨
左
衛
門
相
談
役
を
始
め

「
道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊
」
十
六
名

の
皆
様
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
て
成

就
社
へ
。
神
門
に
て
頂
上
か
ら
下

山
し
た
皆
様
を
出
迎
え
、
成
就
社

れ
か
ら
も
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、

愛
媛
県
、
松
山
市
、
西
条
市
、
久

万
高
原
町
が
発
展
し
て
い
く
様
、

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
奉
納
に
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ご
報

告
と
致
し
ま
す
。権

宮
司　

十
亀　

記

御
本
殿
で
の
源
泉
・
お
身
ぬ
ぐ
い

神
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
さ
ん
は
神
門
前
で

隊
列
を
組
み
、
新
山
相
談
役
を
先

頭
に
、
神
職
・
氏
子
立
螺
の
会
の

前
導
で
ご
本
殿
へ
参
進
。
殿
内
で

は
武
智
宮
司
以
下
役
員
が
お
出
迎

え
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
で
の
入
殿

と
な
り
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
源
泉
を
神
前
の
案

へ
献
湯
。
祝
詞
奏
上
の
後
、
源
泉

を
手
桶
へ
移
し
替
え
、
内
陣
へ
移

動
。
御
神
像
を
拭
い
清
め
る
「
お

身
ぬ
ぐ
い
」
を
行
っ
た
後
、
参
列

者
へ
の
御
神
像
拝
戴
と
な
り
、
参

列
者
一
同
お
守
り
頂
く
事
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
、
心
願
成
就
を
祈

り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
十
周
年
を
迎
え
、
本
年

は
参
加
人
数
が
過
去
最
高
と
な
り
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
石
鎚
山
と
の

ご
縁
を
結
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
「
お
山
の
神
様
」
と
「
お
湯

の
神
様
」
の
ご
縁
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
霊
氣
溢
れ
る
お

山
に
登
る
事
で
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

が
元
気
に
な
り
、
仕
事
も
生
活
も

よ
り
良
き
方
向
へ
と
導
い
て
頂
け

ま
す
。
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る

事
へ
の
「
感
謝
」
を
忘
れ
ず
、
こ

　

お
山
開
き
大
祭
の
七
月
三
日
、

松
山
市
の
道
後
温
泉
旅
館
協
同
組

合
（
帽
子
大
輔
理
事
長
）
・
道
後

石
鎚
ご
縁
隊
（
大
木
正
治
隊
長
）

並
び
に
ご
関
係
の
皆
様
に
よ
り
、

道
後
温
泉
の
「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い

神
事
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
縁
は
役
行
者
の
開
山
縁

起
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
西
暦
六

八
四
年
に
白
鳳
地
震
が
発
生
。
四

国
地
域
は
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

道
後
温
泉
の
お
湯
も
止
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
西
暦
六
八
五
年
に

役
行
者
が
祈
り
を
捧
げ
石
鎚
山
を

開
山
し
た
お
陰
も
あ
っ
て
か
、
道

後
の
お
湯
も
再
び
わ
き
出
し
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
か
ら
千
三
百
四
十

年
の
時
が
流
れ
、
歴
史
を
繙
き
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
中
で
、
と

も
に
地
域
の
宝
で
あ
る
「
石
鎚

山
」
と
「
道
後
温
泉
」
が
結
び
付

く
事
に
な
り
、
今
回
十
一
回
目
の

「
源
泉
お
身
拭
い
神
事
」
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
最
古
の
温
泉
・
道
後
温
泉

  

道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊

  

「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い
神
事
」
七
月
三
日

日
本
最
古
の
温
泉
・
道
後
温
泉

  

道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊

  

「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い
神
事
」
七
月
三
日

日
本
最
古
の
温
泉
・
道
後
温
泉

  

道
後
・
石
鎚
ご
縁
隊

  

「
源
泉
お
身
ぬ
ぐ
い
神
事
」
七
月
三
日

　

広
島
県

水
主
川
珠
美　
元
老
大
顧
問

　

広
島
県

丸
小　

裕
美　
元
老
大
顧
問

　

奈
良
県

福
本　

幹
男　
元
老
大
顧
問

　

愛
媛
県

西
松　

繁
夫　
元
老
大
顧
問

　

愛
媛
県

曽
我
部
浩
二　
元
老
大
顧
問

　

長
年
の
ご
功
績
に
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司　

十
亀　

記

　

本
年
の
お
山
開
き
大
祭
に
お
い
て
新
先
達
を
五
名
以
上
育

成
さ
れ
、
新
会
符
の
お
世
話
を
頂
い
た
大
先
達
に
表
彰
状
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
会
符
を
受
け
る
」
と
い
う
事
は
石
鎚
大
神
様
の
信
仰
の
氏

子
と
な
り
、
石
鎚
山
と
深
い
ご
縁
を
頂
く
事
で
す
。
そ
の
ご

縁
結
び
を
今
大
祭
の
期
間
中
に
数
多
く
お
世
話
下
さ
っ
た
『
大

先
達
』
の
顕
彰
で
あ
り
、
各
所
に
於
い
て
表
彰
状
の
発
令
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
来
年
に
向
け
て
一
人
で
も
多
く
の
新
先
達

と
石
鎚
大
神
様
と
の
ご
縁
が
結
ば
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
ご

報
告
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司
・
十
亀　

記

東
予
崇
敬
組
合

　

宝
光
山
関
東
石
鎚
教
会
長　

冨
田　

直
幹　

元
老
大
顧
問

大
分
崇
敬
組
合

　

尺
間
嶽
教
会
長　
　
　
　
　

田
島　

大
悟　

元
老

備
後
崇
敬
組
合

　

蔵
王
薬
師
講
社　
　
　
　
　

大
瀧　

清
延　

元
老

　

蔵
王
藤
鳶
講
社　
　
　
　
　

藤
原　

健
司　

副
監
長

　

ご
奉
仕
を
十
年
以
上
に
し
て
今

年
も
奉
仕
さ
れ
た
方
々
へ
、
表
彰

之
品
﹇
金
之
鈴
﹈
を
贈
呈
致
し
ま

し
た
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
御
山
開
き
大

祭
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
御
神
像

奉
持
へ
長
ら
く
の
ご
奉
仕
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
一
日

大
分
崇
敬
組
合

　

堀　

瑛
介
・
椛
田　

得
忍

中
予
崇
敬
組
合

　

佐
伯　

直
哉
・
山
口　

拓
朗

　

野
中　

英
樹
・
沖
本　

賽

　

石
井　

重
徳
・
吉
川　

忍

七
月
十
日

西
条
周
桑
崇
敬
組
合

　

中
村　

亮
太
・
池
内　

大
輔

　

青
野　

好
伸
・
黒
川　

尚
彦

　

曽
我
部
数
也
・
佐
伯　

政
信

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
七
年　

先
達
表
彰

令
和
七
年　

先
達
表
彰

令
和
七
年　

先
達
表
彰

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

御
神
像
奉
持

七
月
一
日
・
十
日

奉
仕　

勤
続
表
彰

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

 
御
神
像
奉
持

 
七
月
一
日
・
十
日

 
奉
仕　

勤
続
表
彰

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

御
神
像
奉
持

七
月
一
日
・
十
日

奉
仕　

勤
続
表
彰

令
和
七
年

お
山
開
き
大
祭  

功
労
章

  

神
鏡
笏　

拝
受

令
和
七
年

 

お
山
開
き
大
祭  

功
労
章

  

神
鏡
笏　

拝
受

令
和
七
年

お
山
開
き
大
祭  

功
労
章

  

神
鏡
笏　

拝
受

か　

こ
が
わ
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県

　

高
松
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岡
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樹
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松
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陽
子

　

高
松
市　
　
　
　

中
井　

年
子

　

高
松
市　
　
　
　

垂
水　

雅
子

　

小
豆
郡　
　
　
　

坂
出　

忠
臣

徳
島
県

　

美
馬
市　
　
　
　

藤
本　

敏
男

高
知
県

　

高
知
市　
　
　
　

三
吉　

浩
之

　

高
知
市　
　
　
　

須
藤　

英
正

　

高
知
市　
　
　
　

凢
内　

崇
史

岡
山
県

　

岡
山
市　
　
　
　

髙
森　
　

伸

広
島
県

　

呉
市　
　
　
　
　

今
木　

靖
人

　

福
山
市　
　
　
　

岸
守　

良
雄

　

安
芸
郡　
　
　
　

東　
　

正
治

　

尾
道
市　
　
　
　

角　

信
一
郎

山
口
県

　

山
口
市　
　
　
　

岡
本　

正
浩

大
分
県

　

津
久
見
市　
　
　

染
矢　

尊
直

　

臼
杵
市　
　
　
　

村
井　

金
米

　

豊
後
大
野
市　
　

多
田　

栄
夫

　

豊
後
大
野
市　
　

奥
下　

美
保

　

大
分
市　
　
　
　

三
重
野
倉
司

　

大
分
市　
　
　
　

野
々
下　

進

　

大
分
市　
　
　
　

迫
村　

香
月

福
岡
県

　

北
九
州
市　
　
　

竹
村　

筆
年

　

北
九
州
市　
　
　

上
田　

聖
二

《
元
老
大
顧
問
》

岐
阜
県

　

多
治
見
市　
　
　

中
田　

道
利

京
都
府

　

京
都
市　
　
　
　

岩
田　

隆
海

大
阪
府

　

大
阪
市　
　
　
　

中
井　

隆
元

　

枚
方
市　
　
　
　

室
田　

博
子

愛
媛
県

　

松
山
市　
　
　
　

宮
田　

尚
樹

　

松
山
市　
　
　
　

西
川　

英
徳

　

松
山
市　
　
　
　

片
上　

光
利

　

東
温
市　
　
　
　

黒
田　

明
子

　

今
治
市　
　
　
　

小
林　

敏
朗

　

今
治
市　
　
　
　

羽
藤　

繁
雄

　

伊
予
郡　
　
　
　

福
森　

和
彦

　

西
予
市　
　
　
　

山
内　

康
治

香
川
県

　

仲
多
度
郡　
　
　

細
川　

悦
子

　

さ
ぬ
き
市　
　
　

飛
開
原
慶
子

高
知
県

　

高
知
市　
　
　
　

井
上　

裕
之

岡
山
県

　

笠
岡
市　
　
　
　

畑
中　

正
太

広
島
県

　

安
芸
郡　
　
　
　

横
林　
　

誠

　

福
山
市　
　
　
　

園
尾　

英
樹

　

豊
田
郡　
　
　
　

有
田　

明
二

　

豊
田
郡　
　
　
　

新
地　

正
明

　

呉
市　
　
　
　
　

北
舛　

明
美

山
口
県

　

山
陽
小
野
田
市　

竹
中　

好
正

大
分
県

　

津
久
見
市　
　
　

岩
﨑　

賢
一

　

津
久
見
市　
　
　

神
品　

尊
則

福
岡
県

　

北
九
州
市　
　
　

藤
本　

儀
男

　

北
九
州
市　
　
　

藤
本　

早
苗

宮
崎
県

　

北
諸
県
郡　
　
　

倉
田　

信
雄

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

備
後
崇
敬
組
合
長

　

西
原　

善
久　

　
　

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

福
岡
崇
敬
組
合
長

　

梶
原　

倫
子　

元
老

愛
媛
県

　

上
松　

伊
左
男　

取
締

徳
島
県

　

大
西　

國
夫　

副
監
長

　

鎌
倉　

薫　
　

副
取
締

岡
山
県

　

江
本　

晴
男　

副
取
締

右
、
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
達　
　
　
　
　

武
智　

正
人

物
品
出
納　
　
　

瀧
澤　

勝

巫
女　
　
　
　
　

篠
塚　

菜
乃
羽

総
務
室　
　
　
　

髙
橋　

省
司

神
門　
　
　
　
　

髙
石　

滋

救
護
班　
　
　
　

上
田　

峰
子

物
品
出
納　
　
　

中
田　

道
利

備
後
崇
敬
組
合　

浅
利　

伸
吉

大
分
崇
敬
組
合　

江
崎　

奈
緒
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

今
般
の
夏
山
大
祭
に
て
元
老
以

上
に
昇
進
さ
れ
た
皆
様
の
御
芳
名

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

元
老
級
は
石
鎚
神
社
先
達
の
幹

部
と
な
り
ま
す
。
今
後
益
々
の
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
元
老
》

長
野
県　

　

大
町
市　
　
　
　

多
田　

千
春

群
馬
県

　

前
橋
市　
　
　
　

南　
　

繁
芳

大
阪
府

　

岸
和
田
市　
　
　

西
川　

昌
宏

　

大
阪
市　
　
　
　

島
本　

貴
代

和
歌
山
県

　

和
歌
山
市　
　
　

久
保　
　

輔

愛
媛
県

　

宇
和
島
市　
　
　

岡
田　
　

広

　

松
山
市　
　
　
　

定
井　

暢
男

　

松
山
市　
　
　
　

竹
村　

愼
悟

　

松
山
市　
　
　
　

山
本
眞
理
子

　

西
条
市　
　
　
　

和
田　

健
一

　

西
予
市　
　
　
　

原
井
川
敬
三

香
川
県

　

高
松
市　
　
　
　

白
川　

哲
也

　

高
松
市　
　
　
　

岡
田　

栄
一

　

高
松
市　
　
　
　

白
川　

郁
代

　

高
松
市　
　
　
　

小
松　

美
嘉

　

高
松
市　
　
　
　

岡
田
千
恵
子

　

綾
歌
郡　
　
　
　

宮
本　

光
雄

高
知
県

　

高
岡
郡　
　
　
　

片
岡　

抄
織

　

南
国
市　
　
　
　

中
村　

吉
孝

　

須
崎
市　
　
　
　

松
岡　

健
夫

　

高
知
市　
　
　
　

弘
瀬　
　

順

　

高
知
市　
　
　
　

古
田　

郁
子

岡
山
県

　

井
原
市　
　
　
　

阪
田　

宗
道

広
島
県

　

福
山
市　
　
　
　

大
瀧　

清
延

　

福
山
市　
　
　
　

佐
藤　

孝
次

　

福
山
市　
　
　
　

浅
利　

君
恵

　

広
島
市　
　
　
　

難
波　

宗
光

　

呉
市　
　
　
　
　

樽
村　

建
治

　

安
芸
郡　
　
　
　

宮
田　

脩
平

　

神
石
郡　
　
　
　

横
山　

忠
男

　

江
田
島
市　
　
　

薮
下　

慎
司

山
口
県

　

下
関
市　
　
　
　

長
野　

達
也

　

下
関
市　
　
　
　

磯
邉
美
代
子

大
分
県

　

佐
伯
市　
　
　
　

田
島　

大
悟

福
岡
県

　

京
都
郡　
　
　
　

六
田　

一
美

　

福
岡
市　
　
　
　

竹
下　

一
朗

　

福
岡
市　
　
　
　

神
﨑　

敏
郎

　

福
岡
市　
　
　
　

松
藤　

宗
親

　

福
岡
市　
　
　
　

藤
川　

信
也

　

福
岡
市　
　
　
　

古
味
輪
隆
史

東
京
都　

　

町
田
市　
　
　
　

松
村　

英
樹

　

世
田
谷
区　
　
　

中
村　

智
広

京
都
府

　

京
都
市　
　
　
　

三
宅　

秀
樹

《
元
老
顧
問
》

群
馬
県　

　

沼
田
市　
　
　
　

石
坂　

陵
俊

神
奈
川
県

　

横
浜
市　
　
　
　

大
竹　

文
子

和
歌
山
県

　

岩
出
市　
　
　
　

佐
藤　

榮
勇

滋
賀
県

　

湖
南
市　
　
　
　

石
﨑　

法
潤

令
和
七
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
七
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
七
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
七
年

御
山
開
き
大
祭
成
就
社

初
日
祭
・
中
日
祭
・
終
了
祭

  

お
餅　

ご
奉
納
者

令
和
七
年

御
山
開
き
大
祭
成
就
社

初
日
祭
・
中
日
祭
・
終
了
祭

　

  

お
餅　

ご
奉
納
者

令
和
七
年

御
山
開
き
大
祭
成
就
社

初
日
祭
・
中
日
祭
・
終
了
祭

  

お
餅　

ご
奉
納
者

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

　

宮
司
登
拝

　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

令
和
七
年 
御
山
開
き
大
祭

　

宮 
司 
登 

拝

　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

　

宮
司
登
拝

　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

第778号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年９月１日石　鎚　社　報 第778号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年９月１日石　鎚　社　報



- ６ -- ７ -

愛
媛
県

　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

　

今
治
市　
　
　
　

村
上　

博
彦

　

新
居
浜
市　
　
　

荒
井　

康
成

香
川
県

　

高
松
市　
　
　
　

岡
田　

英
樹

　

高
松
市　
　
　
　

大
本　

陽
子

　

高
松
市　
　
　
　

中
井　

年
子

　

高
松
市　
　
　
　

垂
水　

雅
子

　

小
豆
郡　
　
　
　

坂
出　

忠
臣

徳
島
県

　

美
馬
市　
　
　
　

藤
本　

敏
男

高
知
県

　

高
知
市　
　
　
　

三
吉　

浩
之

　

高
知
市　
　
　
　

須
藤　

英
正

　

高
知
市　
　
　
　

凢
内　

崇
史

岡
山
県

　

岡
山
市　
　
　
　

髙
森　
　

伸

広
島
県

　

呉
市　
　
　
　
　

今
木　

靖
人

　

福
山
市　
　
　
　

岸
守　

良
雄

　

安
芸
郡　
　
　
　

東　
　

正
治

　

尾
道
市　
　
　
　

角　

信
一
郎

山
口
県

　

山
口
市　
　
　
　

岡
本　

正
浩

大
分
県

　

津
久
見
市　
　
　

染
矢　

尊
直

　

臼
杵
市　
　
　
　

村
井　

金
米

　

豊
後
大
野
市　
　

多
田　

栄
夫

　

豊
後
大
野
市　
　

奥
下　

美
保

　

大
分
市　
　
　
　

三
重
野
倉
司

　

大
分
市　
　
　
　

野
々
下　

進

　

大
分
市　
　
　
　

迫
村　

香
月

福
岡
県

　

北
九
州
市　
　
　

竹
村　

筆
年

　

北
九
州
市　
　
　

上
田　

聖
二

《
元
老
大
顧
問
》

岐
阜
県

　

多
治
見
市　
　
　

中
田　

道
利

京
都
府

　

京
都
市　
　
　
　

岩
田　

隆
海

大
阪
府

　

大
阪
市　
　
　
　

中
井　

隆
元

　

枚
方
市　
　
　
　

室
田　

博
子

愛
媛
県

　

松
山
市　
　
　
　

宮
田　

尚
樹

　

松
山
市　
　
　
　

西
川　

英
徳

　

松
山
市　
　
　
　

片
上　

光
利

　

東
温
市　
　
　
　

黒
田　

明
子

　

今
治
市　
　
　
　

小
林　

敏
朗

　

今
治
市　
　
　
　

羽
藤　

繁
雄

　

伊
予
郡　
　
　
　

福
森　

和
彦

　

西
予
市　
　
　
　

山
内　

康
治

香
川
県

　

仲
多
度
郡　
　
　

細
川　

悦
子

　

さ
ぬ
き
市　
　
　

飛
開
原
慶
子

高
知
県

　

高
知
市　
　
　
　

井
上　

裕
之

岡
山
県

　

笠
岡
市　
　
　
　

畑
中　

正
太

広
島
県

　

安
芸
郡　
　
　
　

横
林　
　

誠

　

福
山
市　
　
　
　

園
尾　

英
樹

　

豊
田
郡　
　
　
　

有
田　

明
二

　

豊
田
郡　
　
　
　

新
地　

正
明

　

呉
市　
　
　
　
　

北
舛　

明
美

山
口
県

　

山
陽
小
野
田
市　

竹
中　

好
正

大
分
県

　

津
久
見
市　
　
　

岩
﨑　

賢
一

　

津
久
見
市　
　
　

神
品　

尊
則

福
岡
県

　

北
九
州
市　
　
　

藤
本　

儀
男

　

北
九
州
市　
　
　

藤
本　

早
苗

宮
崎
県

　

北
諸
県
郡　
　
　

倉
田　

信
雄

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

備
後
崇
敬
組
合
長

　

西
原　

善
久　

　
　

有
功
神
鏡
笏　

元
老
大
顧
問

福
岡
崇
敬
組
合
長

　

梶
原　

倫
子　

元
老

愛
媛
県

　

上
松　

伊
左
男　

取
締

徳
島
県

　

大
西　

國
夫　

副
監
長

　

鎌
倉　

薫　
　

副
取
締

岡
山
県

　

江
本　

晴
男　

副
取
締

右
、
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
達　
　
　
　
　

武
智　

正
人

物
品
出
納　
　
　

瀧
澤　

勝

巫
女　
　
　
　
　

篠
塚　

菜
乃
羽

総
務
室　
　
　
　

髙
橋　

省
司

神
門　
　
　
　
　

髙
石　

滋

救
護
班　
　
　
　

上
田　

峰
子

物
品
出
納　
　
　

中
田　

道
利

備
後
崇
敬
組
合　

浅
利　

伸
吉

大
分
崇
敬
組
合　

江
崎　

奈
緒
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

今
般
の
夏
山
大
祭
に
て
元
老
以

上
に
昇
進
さ
れ
た
皆
様
の
御
芳
名

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

元
老
級
は
石
鎚
神
社
先
達
の
幹

部
と
な
り
ま
す
。
今
後
益
々
の
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
元
老
》

長
野
県　

　

大
町
市　
　
　
　

多
田　

千
春

群
馬
県

　

前
橋
市　
　
　
　

南　
　

繁
芳

大
阪
府

　

岸
和
田
市　
　
　

西
川　

昌
宏

　

大
阪
市　
　
　
　

島
本　

貴
代

和
歌
山
県

　

和
歌
山
市　
　
　

久
保　
　

輔

愛
媛
県

　

宇
和
島
市　
　
　

岡
田　
　

広

　

松
山
市　
　
　
　

定
井　

暢
男

　

松
山
市　
　
　
　

竹
村　

愼
悟

　

松
山
市　
　
　
　

山
本
眞
理
子

　

西
条
市　
　
　
　

和
田　

健
一

　

西
予
市　
　
　
　

原
井
川
敬
三

香
川
県

　

高
松
市　
　
　
　

白
川　

哲
也

　

高
松
市　
　
　
　

岡
田　

栄
一

　

高
松
市　
　
　
　

白
川　

郁
代

　

高
松
市　
　
　
　

小
松　

美
嘉

　

高
松
市　
　
　
　

岡
田
千
恵
子

　

綾
歌
郡　
　
　
　

宮
本　

光
雄

高
知
県

　

高
岡
郡　
　
　
　

片
岡　

抄
織

　

南
国
市　
　
　
　

中
村　

吉
孝

　

須
崎
市　
　
　
　

松
岡　

健
夫

　

高
知
市　
　
　
　

弘
瀬　
　

順

　

高
知
市　
　
　
　

古
田　

郁
子

岡
山
県

　

井
原
市　
　
　
　

阪
田　

宗
道

広
島
県

　

福
山
市　
　
　
　

大
瀧　

清
延

　

福
山
市　
　
　
　

佐
藤　

孝
次

　

福
山
市　
　
　
　

浅
利　

君
恵

　

広
島
市　
　
　
　

難
波　

宗
光

　

呉
市　
　
　
　
　

樽
村　

建
治

　

安
芸
郡　
　
　
　

宮
田　

脩
平

　

神
石
郡　
　
　
　

横
山　

忠
男

　

江
田
島
市　
　
　

薮
下　

慎
司

山
口
県

　

下
関
市　
　
　
　

長
野　

達
也

　

下
関
市　
　
　
　

磯
邉
美
代
子

大
分
県

　

佐
伯
市　
　
　
　

田
島　

大
悟

福
岡
県

　

京
都
郡　
　
　
　

六
田　

一
美

　

福
岡
市　
　
　
　

竹
下　

一
朗

　

福
岡
市　
　
　
　

神
﨑　

敏
郎

　

福
岡
市　
　
　
　

松
藤　

宗
親

　

福
岡
市　
　
　
　

藤
川　

信
也

　

福
岡
市　
　
　
　

古
味
輪
隆
史

東
京
都　

　

町
田
市　
　
　
　

松
村　

英
樹

　

世
田
谷
区　
　
　

中
村　

智
広

京
都
府

　

京
都
市　
　
　
　

三
宅　

秀
樹

《
元
老
顧
問
》

群
馬
県　

　

沼
田
市　
　
　
　

石
坂　

陵
俊

神
奈
川
県

　

横
浜
市　
　
　
　

大
竹　

文
子

和
歌
山
県

　

岩
出
市　
　
　
　

佐
藤　

榮
勇

滋
賀
県

　

湖
南
市　
　
　
　

石
﨑　

法
潤

令
和
七
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
七
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
七
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
七
年

御
山
開
き
大
祭
成
就
社

初
日
祭
・
中
日
祭
・
終
了
祭

  

お
餅　

ご
奉
納
者

令
和
七
年

御
山
開
き
大
祭
成
就
社

初
日
祭
・
中
日
祭
・
終
了
祭

　

  

お
餅　

ご
奉
納
者

令
和
七
年

御
山
開
き
大
祭
成
就
社

初
日
祭
・
中
日
祭
・
終
了
祭

  

お
餅　

ご
奉
納
者

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

　

宮
司
登
拝

　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

令
和
七
年 

御
山
開
き
大
祭

　

宮 

司 

登 

拝

　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

令
和
七
年
御
山
開
き
大
祭

　

宮
司
登
拝

　
　
　
　
　
　

七
月
七
日
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（
株
）
寝
屋
川
興
業    

山
口　

奈
緒

（
株
）
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
山
要

山
口　

玉
緒

（
株
）
エ
ン
プ
ラ
オ
ー
ト
ハ
ウ
ス

山
口　

亮

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
イ
コ
マ
（
株
）

稲
上　

満
弘

昭
和
仮
設
リ
ー
ス
（
株
）吉

見　

敏
明

和
歌
山
米
穀
（
株
）　

久
保　

輔

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
（
株
）

ス
ー
パ
ー
シ
ッ
プ
マ
リ
ン
サ
ー
ビ

シ
イ
ズ
イ
ン
ク

古
曽
部
焼
義
崇
窯　

寒
川　

義
崇

佐
野　

嘉
治

四
国
軽
貨
物
配
送　

湊　
　

照
彦

（
有
）
一
色
石
材
工
業
所一

色　

章
二

北
大
阪
清
掃
（
株
）　

岩
元　

雅
清

（
株
）
栄
幸
運
送
店

藤
原　

輝
男

（
株
）
新
地
衛
生

澤
田　

益
男

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
　

大
阪
中
津
南
店新

城　

孝
文

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
　

大
阪
大
深
町
店新

城　

孝
文

（
株
）
山
源　
　
　
　

山
本　

剛
也

山
源
商
事
（
株
）　　

山
本　

剛
生

（
株
）
山
源
北
部　
　

山
本　

健
司

藤
川　

真
和

藤
川　

眞
之

藤
川　

美
樹

前
田　

良
秋

（
株
）
ク
ラ
ウ
ン
観
光
交
社

藤
本　

康
矢

ジ
ー
ニ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ米

山　

清
彦

龍
成
興
業　
　
　
　

  

北
川　

貴
浩

（
株
）
ト
ー
タ
ル
都
市
整
備

技
術
２
課　

大
川　

千
恵
子

N
P
O
法
人
ぴ
あ
ら
い
ふ中

岸　

宏
隆

赤
坂
教
会

三
山
産
業
（
有
）　   

三
山　

和
良

コ
ム
シ
ョ
ッ
ト
福
山

三
山　

克
之

浅
利　

伸
吉

川
原　

祐
二

細
川　

始

服
部　

高
弘

矢
野　

浩
司

小
林　

功
志

小
林　

梨
絵

岸
守　

良
雄

サ
ン
ホ
テ
ル
福
山

桑
原　

伸
一

中
牟
田　

勝
志

藤
丸　

光
一

九
州
特
殊
メ
タ
ル
工
業
（
株
）

加
茂　

美
博

加
茂　

な
ぎ
さ

森
行　

康
則

山
本　

哲
郎

山
本　

茂
幸

権
丈　

東

湯
浅　

静
子

龍　
　

大

浪
瀬　

利
栄
子

坂
本　

佐
代
子

中
野　

剛

大
阪
教
会　

湊　

喜
美
子

大
阪
教
会　

島
本　

貴
代

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ　

湊　
　

恵
子

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
ミ
ナ
ト湊　

　

恵
子

（
株
）
福
一
不
動
産
販
売島

本　

昭　

（
株
）
ハ
リ
タ　
　
　

幡
田　

賀
紀

阿
川
ラ
ン
ド
セ
ル
（
株
）阿

川　

政
明

阿
川
ラ
ン
ド
セ
ル
（
株
）

阿
川　

貴
代
美

日
本
民
泊
協
会　
　

大
植　

敏
生

J
C
Y
シ
ス
テ
ム　

石
原　

英
俊

　

令
和
七
年
「
霊
峰
石
鎚
山
御
山

開
き
大
祭
」
に
、
頂
上
社
へ
御
神

酒
の
御
奉
納
を
戴
き
ま
し
た
方
々

の
御
芳
名
を
紹
介
致
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

佐
伯　

京
子

佐
伯　

妃
未

佐
伯　

龍
昇

青
木　

淑
恵

上
廣
ト
ー
ヨ
ー
住
器
（
株
）

上
廣
サ
ッ
シ
工
業
（
株
）

牛
尾　

武
司

高
橋　

照
彦

小
山　

和
子

日
髙　

知
子

（
株
）
日
髙
合
金

（
有
）
日
髙
ビ
ル

冨
澤　

小
由
里

（
株
）
ソ
リ
ッ
ド

（
有
）
松
浦
竹
田
フ
ァ
ー
ム

（
株
）
グ
ッ
ド
リ
ー
フ

令
和
七
年
度

御
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

令
和
七
年
度

御
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

令
和
七
年
度

御
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

　
　

睦
美
教
会　
　

  

田
窪　

一
善

　
　

瀬
桜
講
社　
　

  

大
竹　

文
子

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

伊
藤　

和
豊

《
土
小
屋
遙
拝
殿
・
預
か
り
賽
銭
》

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　

  

川
津　

守
秀

◎
壱
拾
四
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会
江
藤　

秀
人

◎
九
万
円
以
上

　
　

佐
川
教
会　
　

  

片
岡　

抄
織

◎
七
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　

  

安
岡
桂
一
郎

◎
五
万
円
以
上

　
　

大
分
市　
　
　

  

長
澤　

講
三

《
土
小
屋
遙
拝
殿
・
初
穂
》

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

高
知
市　
　

  

土
佐
豊
生
教
会

◎
五
万
円
以
上

　
　

松
山
市　
　
　

  

中
原　

義
憲

　
　

広
島
市　
　

  

妙
光
寺
参
拝
団

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

　
　

広
島
県
安
芸
郡

　
　

シ
タ
バ
バ
建
設
㈱

　
　

シ
タ
バ
バ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈲

下
馬
場　

孝
･
昭
子

　
　

松
山
市　
　
　

  
渡
部　

栄
子

お
山
開
き
大
祭（
預
か
り
賽
銭
）始

《
頂
上
社
・
初
穂
》

◎
五
万
円
以
上

　
　

株
式
会
社Z

E
A
L
T
E
A
M

《
本
社
・
預
か
り
賽
銭
》

◎
七
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　

  

松
岡　

英
二

◎
六
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　

  

越
智　

節
子

◎
五
万
円
以
上

　
　

神
明
遙
拝
所　

  

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

豊
後
大
野
市

  

足
立　

正
夫

《
本
社
・
初
穂
》

◎
五
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会  

佐
伯　

良
子

　
　

赤
坂
教
会　
　

  

木
村　
　

稔

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

　
　

習
志
野
市　
　

  

木
村　

篤
子

　
　

市
原
市　
　
　

  

松
浦　

節
子

《
成
就
社
・
預
か
り
賽
銭
始
》

◎
五
拾
五
万
円
以
上

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
高　

久
呼

◎
四
拾
参
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　

  

湊　

喜
美
子

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

下
関
教
会　
　

  

田
辺　

和
彦

　
　

吉
見
教
会　
　

  

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
参
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　

  

田
窪　

一
善

◎
壱
拾
壱
万
円
以
上

　
　

豊
の
国
石
鎚
講
社

　
　
　
　
　
　
　
　

  

姫
野　

昌
訓

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　

  

山
田　

春
治

◎
七
万
円
以
上

　
　

大
打
山
遙
拝
所  

石
﨑　

昌
司

　
　

大
分
市　
　
　

  

姫
野
三
智
広

　
　

山
口
県　
　
　

  

原
田　

浩
一

　
　

山
口
県　
　
　

  

田
村　

昌
代

《
成
就
社
・
初
穂
》

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

松
山
市　
　
　

  

大
西
志
津
子

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会
信
徒
一
同

　
　

福
本
講　
　
　

  

福
本　

幹
男

　
　

㈱
浦
松
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
　
　

フ
ァ
ー
ム　

  

浦
松　

大
八

　
　

㈱
浦
松
建
設　

  

平
野
英
太
郎

小
島
美
恵
子

◎
五
万
円
以
上

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　

令
和
七
年
六
月　

一
日
か
ら

　
　
　
　
　

七
月
二
十
日
ま
で

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様

《
本
社
》

◎
五
万
円
以
上

石
﨑
サ
チ
ヱ

武
智　

𠮷
昭

（
順
不
同
･
敬
称
略
）

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
社
で
の
五
千
円
以
上
の
お
初

穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
社

本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

禰
宜　

大
岡　

記
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（
株
）
寝
屋
川
興
業    

山
口　

奈
緒

（
株
）
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
山
要

山
口　

玉
緒

（
株
）
エ
ン
プ
ラ
オ
ー
ト
ハ
ウ
ス

山
口　

亮

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
イ
コ
マ
（
株
）

稲
上　

満
弘

昭
和
仮
設
リ
ー
ス
（
株
）吉

見　

敏
明

和
歌
山
米
穀
（
株
）　

久
保　

輔

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
（
株
）

ス
ー
パ
ー
シ
ッ
プ
マ
リ
ン
サ
ー
ビ

シ
イ
ズ
イ
ン
ク

古
曽
部
焼
義
崇
窯　

寒
川　

義
崇

佐
野　

嘉
治

四
国
軽
貨
物
配
送　

湊　
　

照
彦

（
有
）
一
色
石
材
工
業
所一

色　

章
二

北
大
阪
清
掃
（
株
）　

岩
元　

雅
清

（
株
）
栄
幸
運
送
店

藤
原　

輝
男

（
株
）
新
地
衛
生

澤
田　

益
男

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
　

大
阪
中
津
南
店新

城　

孝
文

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

　
　
　
　

大
阪
大
深
町
店新

城　

孝
文

（
株
）
山
源　
　
　
　

山
本　

剛
也

山
源
商
事
（
株
）　　

山
本　

剛
生

（
株
）
山
源
北
部　
　

山
本　

健
司

藤
川　

真
和

藤
川　

眞
之

藤
川　

美
樹

前
田　

良
秋

（
株
）
ク
ラ
ウ
ン
観
光
交
社

藤
本　

康
矢

ジ
ー
ニ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ米

山　

清
彦

龍
成
興
業　
　
　
　

  

北
川　

貴
浩

（
株
）
ト
ー
タ
ル
都
市
整
備

技
術
２
課　

大
川　

千
恵
子

N
P
O
法
人
ぴ
あ
ら
い
ふ中

岸　

宏
隆

赤
坂
教
会

三
山
産
業
（
有
）　   

三
山　

和
良

コ
ム
シ
ョ
ッ
ト
福
山

三
山　

克
之

浅
利　

伸
吉

川
原　

祐
二

細
川　

始

服
部　

高
弘

矢
野　

浩
司

小
林　

功
志

小
林　

梨
絵

岸
守　

良
雄

サ
ン
ホ
テ
ル
福
山

桑
原　

伸
一

中
牟
田　

勝
志

藤
丸　

光
一

九
州
特
殊
メ
タ
ル
工
業
（
株
）

加
茂　

美
博

加
茂　

な
ぎ
さ

森
行　

康
則

山
本　

哲
郎

山
本　

茂
幸

権
丈　

東

湯
浅　

静
子

龍　
　

大

浪
瀬　

利
栄
子

坂
本　

佐
代
子

中
野　

剛

大
阪
教
会　

湊　

喜
美
子

大
阪
教
会　

島
本　

貴
代

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ　

湊　
　

恵
子

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
ミ
ナ
ト湊　

　

恵
子

（
株
）
福
一
不
動
産
販
売島

本　

昭　

（
株
）
ハ
リ
タ　
　
　

幡
田　

賀
紀

阿
川
ラ
ン
ド
セ
ル
（
株
）阿

川　

政
明

阿
川
ラ
ン
ド
セ
ル
（
株
）

阿
川　

貴
代
美

日
本
民
泊
協
会　
　

大
植　

敏
生

J
C
Y
シ
ス
テ
ム　

石
原　

英
俊

　

令
和
七
年
「
霊
峰
石
鎚
山
御
山

開
き
大
祭
」
に
、
頂
上
社
へ
御
神

酒
の
御
奉
納
を
戴
き
ま
し
た
方
々

の
御
芳
名
を
紹
介
致
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

佐
伯　

京
子

佐
伯　

妃
未

佐
伯　

龍
昇

青
木　

淑
恵

上
廣
ト
ー
ヨ
ー
住
器
（
株
）

上
廣
サ
ッ
シ
工
業
（
株
）

牛
尾　

武
司

高
橋　

照
彦

小
山　

和
子

日
髙　

知
子

（
株
）
日
髙
合
金

（
有
）
日
髙
ビ
ル

冨
澤　

小
由
里

（
株
）
ソ
リ
ッ
ド

（
有
）
松
浦
竹
田
フ
ァ
ー
ム

（
株
）
グ
ッ
ド
リ
ー
フ

令
和
七
年
度

御
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

令
和
七
年
度

御
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

令
和
七
年
度

御
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

　
　

睦
美
教
会　
　

  

田
窪　

一
善

　
　

瀬
桜
講
社　
　

  

大
竹　

文
子

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

伊
藤　

和
豊

《
土
小
屋
遙
拝
殿
・
預
か
り
賽
銭
》

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　

  

川
津　

守
秀

◎
壱
拾
四
万
円
以
上

　
　

大
分
石
鎚
教
会
江
藤　

秀
人

◎
九
万
円
以
上

　
　

佐
川
教
会　
　

  

片
岡　

抄
織

◎
七
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　

  

安
岡
桂
一
郎

◎
五
万
円
以
上

　
　

大
分
市　
　
　

  

長
澤　

講
三

《
土
小
屋
遙
拝
殿
・
初
穂
》

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

高
知
市　
　

  

土
佐
豊
生
教
会

◎
五
万
円
以
上

　
　

松
山
市　
　
　

  

中
原　

義
憲

　
　

広
島
市　
　

  

妙
光
寺
参
拝
団

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

　
　

広
島
県
安
芸
郡

　
　

シ
タ
バ
バ
建
設
㈱

　
　

シ
タ
バ
バ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈲

下
馬
場　

孝
･
昭
子

　
　

松
山
市　
　
　

  

渡
部　

栄
子

お
山
開
き
大
祭（
預
か
り
賽
銭
）始

《
頂
上
社
・
初
穂
》

◎
五
万
円
以
上

　
　

株
式
会
社Z

E
A
L
T
E
A
M

《
本
社
・
預
か
り
賽
銭
》

◎
七
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　

  

松
岡　

英
二

◎
六
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　

  

越
智　

節
子

◎
五
万
円
以
上

　
　

神
明
遙
拝
所　

  

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

豊
後
大
野
市

  

足
立　

正
夫

《
本
社
・
初
穂
》

◎
五
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会  

佐
伯　

良
子

　
　

赤
坂
教
会　
　

  

木
村　
　

稔

　
　

愛
知
遙
拝
所　

  

澁
谷
恵
美
子

　
　

習
志
野
市　
　

  

木
村　

篤
子

　
　

市
原
市　
　
　

  

松
浦　

節
子

《
成
就
社
・
預
か
り
賽
銭
始
》

◎
五
拾
五
万
円
以
上

　
　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
高　

久
呼

◎
四
拾
参
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　

  

湊　

喜
美
子

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

下
関
教
会　
　

  

田
辺　

和
彦

　
　

吉
見
教
会　
　

  

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
参
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　

  

田
窪　

一
善

◎
壱
拾
壱
万
円
以
上

　
　

豊
の
国
石
鎚
講
社

　
　
　
　
　
　
　
　

  

姫
野　

昌
訓

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　

  

山
田　

春
治

◎
七
万
円
以
上

　
　

大
打
山
遙
拝
所  

石
﨑　

昌
司

　
　

大
分
市　
　
　

  

姫
野
三
智
広

　
　

山
口
県　
　
　

  

原
田　

浩
一

　
　

山
口
県　
　
　

  

田
村　

昌
代

《
成
就
社
・
初
穂
》

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

松
山
市　
　
　

  

大
西
志
津
子

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会
信
徒
一
同

　
　

福
本
講　
　
　

  

福
本　

幹
男

　
　

㈱
浦
松
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
　
　

フ
ァ
ー
ム　

  

浦
松　

大
八

　
　

㈱
浦
松
建
設　

  

平
野
英
太
郎

小
島
美
恵
子

◎
五
万
円
以
上

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　

令
和
七
年
六
月　

一
日
か
ら

　
　
　
　
　

七
月
二
十
日
ま
で

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様

《
本
社
》

◎
五
万
円
以
上

石
﨑
サ
チ
ヱ

武
智　

𠮷
昭

（
順
不
同
･
敬
称
略
）

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
社
で
の
五
千
円
以
上
の
お
初

穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
社

本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

禰
宜　

大
岡　

記
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尺
間
嶽
教
会　
　
　

  

田
代　

健
一

尺
間
嶽
教
会　
　

  

髙
木　

美
和
子

尺
間
嶽
教
会

（
有
）
衛
藤
測
量
設
計

あ
い
の
里
（
有
）　　

原
井
川　

平

秋
月　

勝
子

（
株
）
秋
山
魚
市
場

荒
井　

和
四
郎

（
株
）
ア
リ
ラ
ン
食
堂　

韓   

祐
実

井
川　

順
子

伊
藤　

光
貞

伊
東　

祐
宏

伊
東　

俊
介

今
井　

信
吉

（
株
）
眞
鍋
石
材
店　

真
鍋　

光
昌

藤
田　

義
久

上
田　

聖
二

畝
本　

善
吾

江
戸　

正
二

大
分
石
鎚
教
会

大
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也

窪
田　

博
文

蔵
王
教
会　
　
　
　

  

深
川　

健
二

若
井
ぼ
ん
・
阿
部　

龍
弥

（
株
）
M
K
オ
ー
ト　

佐
藤　

孝
次

石
橋　

茂
樹

ペ
イ
ン
ト
マ
ン　
　

 

片
岡　

直

理
容
き
り
し
ま　
　

 

藤
井　

健
二
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こ
の
度
、
霊
峰
石
鎚
山
の
総
本

宮
で
あ
る
石
鎚
神
社
の
巫
女
と
し

て
御
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
池
田
美
桜
と
申
し

ま
す
。
六
月
一
日
よ
り
実
習
生
と

し
て
、
こ
の
神
聖
な
場
所
で
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
西
日
本
最
高
峰
で
あ
る
石

鎚
山
と
御
神
体
と
す
る
こ
の
地
で

巫
女
と
し
て
皆
様
を
お
迎
え
で
き

る
こ
と
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
と
同
時
に
、
大
変
光
栄
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
石
鎚
大

神
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
参
拝

さ
れ
る
皆
様
の
心
に
寄
り
添
い
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
八
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
約
二

年
間
と
い
う
短
い
間
で
す
が
、
私
自
身
が
県

外
か
ら
越
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
た
く

さ
ん
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
石
鎚
神
社
で
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
数
多
く
の
礼
儀

や
作
法
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
成
長
に
も
つ
な

が
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
こ
の
場

所
で
過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
に
新
た
な
場

所
で
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
石
鎚
神
社
の

皆
様
に
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
退
職
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池
田　

美
桜

篠
塚　

菜
乃
羽

新
入
職
員

新
入
職
員

新
入
職
員

退
職
の
ご
挨
拶

退
職
の
ご
挨
拶

退
職
の
ご
挨
拶

豊
田　

尚
子

（
有
）
松
木
自
動
車　

松
木   

和
子

松
本　

幸
子

松
本　

至
弘

髙
橋　

和
良

平
岡　

明

平
原　

幸
好

中
村　

吉
孝

中
村　

清
一

六
田　

一
美

三
春　

奈
京
子

宮
﨑　

崇

白
石　

秀
希

常
安　

英
志

讃
岐
石
鎚
遙
拝
所　

高
木　

康
二

ベ
ル
グ
ク
ラ
ブ　
　

松
元　

邦
夫

柴
田　

千
重
子

柴
田　

晢
男

髙
石　

吉
朗

宮
木　

チ
エ
子

黒
川　

栄
作

松
浦　

節
子

東
城　

康
子

東
城　

徳
孝

田
窪　

美
年

中
尾　

衣
子

寺
島　

秀
昭

森　
　

晃
一

森
田　

茂

木
村　

篤
子

草
野　

瑳
智
子

倉
敷
中
央
遙
拝
所　

平
松　

史
朗

導
不
動
院
遙
拝
所
（
二
件
）

睦
美
教
会

田
窪　

一
善

菅　
　

忠
昭

十
亀　

勉

武
智　

晴
子

下
関
教
会　
　
　
　

田
辺　

和
彦

難
波
江　

辰
一

冨
田　

直
幹

冨
田　

悦
子

近
藤　

哲
弘

近
藤　

サ
ク

蓑
部　

為
義

黒
田　

勇
三

神
明
遙
拝
所　
　

大
西　

サ
カ
ヱ

瑞
明
遙
拝
所　
　
　

西
川　

昌
宏

西
川　

広
明

十
亀　

貴
文

今
治
越
智
崇
敬
組
合
小
林　

敏
朗

小
松　

俊
夫

酒
井　

幸
枝

酒
井　

健
作

（
有
）
藤
本
石
油

（
株
）
松
本
仏
壇
店

村
上　

一
也

川
尻
東
講
社　
　
　

村
上　

純
子

有
岡　

言
悦

和
食
教
会

松
田　

一
高

阿
部　

信
彦

浅
野　

寛

阿
部　

圭

崎
長　

る
み
子

道
音
寺

　

以
上　

三
八
一
件

　

多
く
の
ご
奉
納
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
奉
献
酒
に
つ
い
て
は
、

本
年
御
奉
納
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

は
例
年
同
様
個
別
に
ご
案
内
を
差

し
上
げ
ま
す
。
社
報
に
も
奉
納
案

内
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
頂

上
社
へ
の
御
神
酒
奉
納
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

　

全
行
程
徒
歩
に
て
巡
拝
可
能
な
方
を
募
集
、

現
在
定
員
二
十
名
を
予
定
！

　

役
行
者
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
て
以
来
、
数
多

の
修
験
者
に
よ
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
て
き
た

三
十
六
王
子
社
巡
拝
行
。
石
鎚
神
社
・
石
鎚
本

教
・
教
会
聯
合
会
で
は
、
石
鎚
山
三
十
六
王
子

社
の
顕
彰
事
業
と
し
て
、
巡
拝
と
祈
願
納
め
札

の
奉
納
を
行
い
ま
す
。
左
記
要
領
（
三
泊
四

日
）
に
て
行
い
ま
す
。

《
令
和
七
年　

三
十
六
王
子
社
巡
拝
要
領
》

﹇
本
社
集
合
﹈　
　

十
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
七
時

﹇
本
社
解
散
予
定
﹈　

十
月
二
十
七
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時

一
、
会　
　

費　

一
人　

金
三
万
五
千
円
也

一
、
持
参
品　

洗
面
具
・
雨
衣
・
防
寒
具
・

　

簡
易
ア
イ
ゼ
ン
・
着
替
え
・
ラ
イ
ト
・
各

自
薬
・
そ
の
他
登
山
装
備

一
、
申
込
期
限　
　

九
月
末
日

一
、
定　
　

員　
　

二
十
名
（
予
定
）

※
世
情
を
鑑
み
て
開
催
内
容
の
変
更
並
び
に

　

人
数
の
増
減
を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
教
会
遙
拝
所
所
属
の
方
は
、各
所
属
の
長

　

を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
個
人
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
知
り

　

合
い
の
石
鎚
の
教
会
・
遙
拝
所
の
長
の
紹

介
に
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
参
加
者
は
必
ず
、
二
組
以
上
の
「
祈
願
納

め
札
」
奉
納
の
お
世
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
簡
易
ア
イ
ゼ
ン
は
本
社
に
て
、
千
二
百
円
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。

《
三
十
六
王
子
社
祈
願
納
め
札奉

納
申
込
要
領
》

一
、
納
め
札
一
組
（
三
十
六
枚
）
金
五
千
円
也

◎
希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
を
申
し
込
み
用

　

紙
に
書
い
て
九
月
十
五
日
ま
で
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
書
が
届
き
次
第
貴
方
へ
「
納
め
札
」
を

送
付
い
た
し
ま
す
。（
送
先
は
世
話
人
一
括

か
各
人
宛
か
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）

　

各
々
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
と
祈
願
内
容

　

を
祈
願
さ
れ
る
方
が
ご
自
身
で
お
書
き
く

だ
さ
い
。

◎
記
入
済
み
の
「
納
め
札
」
は
十
月
十
日

　

本
社
必
着
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
は
、
一
人
で
何
組
で
も
結
構

　

で
す
が
、
祈
願
を
連
名
の
場
合
一
組
二
名

以
内
で
す
。

◎
納
札
奉
納
祈
願
申
し
込
み
の
各
位
に
は
、

　

巡
拝
後
「
三
十
六
王
子
社
守
」
を
、
お
世

　

話
人
を
通
じ
、
あ
る
い
は
各
位
に
送
付
申

し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ　
　

曽
我
部
権
祢
宜

T
E
L　

〇
八
九
七
（
五
五
）
四
〇
四
四

第
五
十
五
回　

霊
峰
石
鎚
山

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
六
王
子
社
巡
拝　

並
び
に
納
め
札
奉
納
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こ
の
度
、
霊
峰
石
鎚
山
の
総
本

宮
で
あ
る
石
鎚
神
社
の
巫
女
と
し

て
御
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
池
田
美
桜
と
申
し

ま
す
。
六
月
一
日
よ
り
実
習
生
と

し
て
、
こ
の
神
聖
な
場
所
で
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
西
日
本
最
高
峰
で
あ
る
石

鎚
山
と
御
神
体
と
す
る
こ
の
地
で

巫
女
と
し
て
皆
様
を
お
迎
え
で
き

る
こ
と
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
と
同
時
に
、
大
変
光
栄
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
石
鎚
大

神
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
参
拝

さ
れ
る
皆
様
の
心
に
寄
り
添
い
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
八
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
約
二

年
間
と
い
う
短
い
間
で
す
が
、
私
自
身
が
県

外
か
ら
越
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
た
く

さ
ん
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
石
鎚
神
社
で
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
数
多
く
の
礼
儀

や
作
法
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
成
長
に
も
つ
な

が
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
こ
の
場

所
で
過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
に
新
た
な
場

所
で
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
石
鎚
神
社
の

皆
様
に
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
退
職
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池
田　

美
桜

篠
塚　

菜
乃
羽

新
入
職
員

新
入
職
員

新
入
職
員

退
職
の
ご
挨
拶

退
職
の
ご
挨
拶

退
職
の
ご
挨
拶

豊
田　

尚
子

（
有
）
松
木
自
動
車　

松
木   

和
子

松
本　

幸
子

松
本　

至
弘

髙
橋　

和
良

平
岡　

明

平
原　

幸
好

中
村　

吉
孝

中
村　

清
一

六
田　

一
美

三
春　

奈
京
子

宮
﨑　

崇

白
石　

秀
希

常
安　

英
志

讃
岐
石
鎚
遙
拝
所　

高
木　

康
二

ベ
ル
グ
ク
ラ
ブ　
　

松
元　

邦
夫

柴
田　

千
重
子

柴
田　

晢
男

髙
石　

吉
朗

宮
木　

チ
エ
子

黒
川　

栄
作

松
浦　

節
子

東
城　

康
子

東
城　

徳
孝

田
窪　

美
年

中
尾　

衣
子

寺
島　

秀
昭

森　
　

晃
一

森
田　

茂

木
村　

篤
子

草
野　

瑳
智
子

倉
敷
中
央
遙
拝
所　

平
松　

史
朗

導
不
動
院
遙
拝
所
（
二
件
）

睦
美
教
会

田
窪　

一
善

菅　
　

忠
昭

十
亀　

勉

武
智　

晴
子

下
関
教
会　
　
　
　

田
辺　

和
彦

難
波
江　

辰
一

冨
田　

直
幹

冨
田　

悦
子

近
藤　

哲
弘

近
藤　

サ
ク

蓑
部　

為
義

黒
田　

勇
三

神
明
遙
拝
所　
　

大
西　

サ
カ
ヱ

瑞
明
遙
拝
所　
　
　

西
川　

昌
宏

西
川　

広
明

十
亀　

貴
文

今
治
越
智
崇
敬
組
合
小
林　

敏
朗

小
松　

俊
夫

酒
井　

幸
枝

酒
井　

健
作

（
有
）
藤
本
石
油

（
株
）
松
本
仏
壇
店

村
上　

一
也

川
尻
東
講
社　
　
　

村
上　

純
子

有
岡　

言
悦

和
食
教
会

松
田　

一
高

阿
部　

信
彦

浅
野　

寛

阿
部　

圭

崎
長　

る
み
子

道
音
寺

　

以
上　

三
八
一
件

　

多
く
の
ご
奉
納
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
奉
献
酒
に
つ
い
て
は
、

本
年
御
奉
納
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

は
例
年
同
様
個
別
に
ご
案
内
を
差

し
上
げ
ま
す
。
社
報
に
も
奉
納
案

内
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
頂

上
社
へ
の
御
神
酒
奉
納
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

　

全
行
程
徒
歩
に
て
巡
拝
可
能
な
方
を
募
集
、

現
在
定
員
二
十
名
を
予
定
！

　

役
行
者
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
て
以
来
、
数
多

の
修
験
者
に
よ
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
て
き
た

三
十
六
王
子
社
巡
拝
行
。
石
鎚
神
社
・
石
鎚
本

教
・
教
会
聯
合
会
で
は
、
石
鎚
山
三
十
六
王
子

社
の
顕
彰
事
業
と
し
て
、
巡
拝
と
祈
願
納
め
札

の
奉
納
を
行
い
ま
す
。
左
記
要
領
（
三
泊
四

日
）
に
て
行
い
ま
す
。

《
令
和
七
年　

三
十
六
王
子
社
巡
拝
要
領
》

﹇
本
社
集
合
﹈　
　

十
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
七
時

﹇
本
社
解
散
予
定
﹈　

十
月
二
十
七
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時

一
、
会　
　

費　

一
人　

金
三
万
五
千
円
也

一
、
持
参
品　

洗
面
具
・
雨
衣
・
防
寒
具
・

　

簡
易
ア
イ
ゼ
ン
・
着
替
え
・
ラ
イ
ト
・
各

自
薬
・
そ
の
他
登
山
装
備

一
、
申
込
期
限　
　

九
月
末
日

一
、
定　
　

員　
　

二
十
名
（
予
定
）

※
世
情
を
鑑
み
て
開
催
内
容
の
変
更
並
び
に

　

人
数
の
増
減
を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
教
会
遙
拝
所
所
属
の
方
は
、各
所
属
の
長

　

を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
個
人
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
知
り

　

合
い
の
石
鎚
の
教
会
・
遙
拝
所
の
長
の
紹

介
に
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
参
加
者
は
必
ず
、
二
組
以
上
の
「
祈
願
納

め
札
」
奉
納
の
お
世
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
簡
易
ア
イ
ゼ
ン
は
本
社
に
て
、
千
二
百
円
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。

《
三
十
六
王
子
社
祈
願
納
め
札奉

納
申
込
要
領
》

一
、
納
め
札
一
組
（
三
十
六
枚
）
金
五
千
円
也

◎
希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
を
申
し
込
み
用

　

紙
に
書
い
て
九
月
十
五
日
ま
で
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
書
が
届
き
次
第
貴
方
へ
「
納
め
札
」
を

送
付
い
た
し
ま
す
。（
送
先
は
世
話
人
一
括

か
各
人
宛
か
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）

　

各
々
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
と
祈
願
内
容

　

を
祈
願
さ
れ
る
方
が
ご
自
身
で
お
書
き
く

だ
さ
い
。

◎
記
入
済
み
の
「
納
め
札
」
は
十
月
十
日

　

本
社
必
着
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
は
、
一
人
で
何
組
で
も
結
構

　

で
す
が
、
祈
願
を
連
名
の
場
合
一
組
二
名

以
内
で
す
。

◎
納
札
奉
納
祈
願
申
し
込
み
の
各
位
に
は
、

　

巡
拝
後
「
三
十
六
王
子
社
守
」
を
、
お
世

　

話
人
を
通
じ
、
あ
る
い
は
各
位
に
送
付
申

し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ　
　

曽
我
部
権
祢
宜

T
E
L　

〇
八
九
七
（
五
五
）
四
〇
四
四

第
五
十
五
回　

霊
峰
石
鎚
山

　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
六
王
子
社
巡
拝　

並
び
に
納
め
札
奉
納
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七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の

　

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
に

て
『
大
幟
旗
』
を
本
社
・
成
就

社
・
土
小
屋
遙
拝
殿
境
内
に
御
奉

納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
七
月
吉
日

『
大
幟
旗
』
御
奉
納
者

（
本
社
）

神
奈
川
県
平
塚
市

　

大
打
山
遙
拝
所     

桐
野　

年
久

凉
江

神
奈
川
県
平
塚
市　

大
打
山
遙
拝
所     

角
野　

由
佳

桐
野　
　

薫

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町　

大
打
山
遙
拝
所     

外
和
田
浩
章

淳
子

愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
大
南

田
中　

清
和

（
成
就
社
）

安
芸
教
会　
　

   　

  

西
中　
　

剛

（
土
小
屋
遙
拝
殿
）

高
知
県
高
岡
郡

　

佐
川
教
会  

片
岡
瑞
恵
・
梓

抄
織
・
ゆ
ず
か

愛
媛
県
西
予
市

　

龍
雲
山
肱
川
教
会

　

高
野
山
今
治
別
院

亀
田　

了
宣

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

尚
、
成
就
社
・
土
小
屋
遙
拝

殿
・
本
社
と
も
一
体
、
二
万
五
千

円
に
て
御
奉
納
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

禰
宜　

大
岡

御　

奉　

納

御　

奉　

納

令和７年　お山開き大祭　奉納「幟｣

令和7年　お山開き大祭幟旗奉納

第778号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年９月１日石　鎚　社　報 第778号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年９月１日石　鎚　社　報

　 奉 納 場 所 氏　　　　　　名 住　　　所

1 頂上社 西中　剛 様 愛媛県西条市

2 頂上社 北川　貴伸 様 広島県広島市

3 頂上社 一色　章二 様 愛媛県西条市

4 頂上社 一色　百合美 様 愛媛県西条市

5 頂上社 神田山教会　小林　廣子 様 広島県広島市南区

6 頂上社 神田山教会　繁山　秀子 様 広島県広島市南区

7 頂上社 武智　正豊 様 愛媛県松山市

8 頂上社 大阪教会　湊　喜美子 様 大阪府大阪市

9 頂上社 大阪教会　島本　貴代 様 大阪府大阪市

10 頂上社 大阪教会　島本　昭 様 大阪府大阪市

11 二ノ鎖元 吉田教会　越智　汀祐 様 愛媛県西条市

12 二ノ鎖元 吉田教会　越智　汀祐 様 愛媛県西条市

13 二ノ鎖元 大阪教会　今西　弘明 様 大阪府大阪市

14 二ノ鎖元 大阪教会　今西　富子 様 大阪府大阪市

15 二ノ鎖元 大阪教会　新城　孝文 様 大阪府大阪市

16 二ノ鎖元 大阪教会　龍成興業　北川　貴浩 様 大阪府大阪市

17 本社 木浦　孝文・妙美 様 福岡県田川市

18 本社 木浦　誠太・大志 様 福岡県田川市

19 本社 ㈲大勝マリン　上田尾　勝巳 様 広島県江田島市

20 本社 ㈲大勝マリン　上田尾　たく 様 広島県江田島市

21 本社 鎌田　ルイ 様 広島県江田島市

22 本社 藤田　和行 様 広島県呉市

23 本社 土木　正美 様 東京都江戸川区

24 本社 佐師　　勲・佐師　　清美 様 大阪府堺市

25 本社 川上　怜士・川上　美緒 様 愛媛県新居浜市

26 本社 浅野　文崇・浅野　佳子 様 愛媛県西条市

27 本社 姫野　三智広 様 大分県大分市

（順不同）
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七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の

　

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
に

て
『
大
幟
旗
』
を
本
社
・
成
就

社
・
土
小
屋
遙
拝
殿
境
内
に
御
奉

納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
七
月
吉
日

『
大
幟
旗
』
御
奉
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者

（
本
社
）

神
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平
塚
市

　

大
打
山
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年
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凉
江
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市　

大
打
山
遙
拝
所     

角
野　

由
佳

桐
野　
　

薫

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町　

大
打
山
遙
拝
所     

外
和
田
浩
章

淳
子

愛
媛
県
伊
予
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部
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大
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安
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会　
　

   　

  

西
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剛

（
土
小
屋
遙
拝
殿
）

高
知
県
高
岡
郡

　

佐
川
教
会  

片
岡
瑞
恵
・
梓

抄
織
・
ゆ
ず
か

愛
媛
県
西
予
市

　

龍
雲
山
肱
川
教
会

　

高
野
山
今
治
別
院

亀
田　

了
宣

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

尚
、
成
就
社
・
土
小
屋
遙
拝

殿
・
本
社
と
も
一
体
、
二
万
五
千

円
に
て
御
奉
納
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

禰
宜　

大
岡

御　

奉　

納

御　

奉　

納

令和７年　お山開き大祭　奉納「幟｣

令和7年　お山開き大祭幟旗奉納

第778号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年９月１日石　鎚　社　報 第778号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年９月１日石　鎚　社　報

本社　御本殿

二之鎖元 本社　御本殿

頂上社
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周
年
奉
祝
大
祭

子
供
み
こ
し

お
稚
児
さ
ん

十
月
五
日
（
日
曜
日
）
大
募
集
！！

小
六
ま
で
の
男
の
子

小
六
ま
で
の
女
の
子

　

来
る
十
月
五
日
の
周
年
奉
祝
大

祭
に
て
、
こ
ど
も
神
輿
の
ご
奉
仕
、

お
稚
児
さ
ん
の
ご
奉
仕
を
募
集
し

ま
す
。
皆
様
の
お
子
様
、
お
孫
様

の
ご
奉
仕
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

（
保
護
者
同
伴
・
雨
天
中
止
）

対
象

◇
小
学
生
の
男
の
子
。
服
装
自
由
。

集
合
日
時
・
場
所

◇
十
月
五
日
午
前
十
時
よ
り

◇
西
条
市
西
田　

西
田
自
治
会
館

　

 （
石
鎚
神
社
本
社
前
、
石
の
鳥

　

居
横
）
に
て
受
付
開
始
。

　

ハ
ッ
ピ
を
お
貸
し
し
ま
す
。

◇
正
午
前
後
、
御
本
殿
よ
り
出
発
。

奉
仕
内
容

◇
石
鎚
神
社
の
神
輿
に
続
き
、
こ

　

ど
も
神
輿
の
渡
御
運
行
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

担
当

◇
西
田
自
治
会
・
敬
婦
橘
支
部

対
象

◇
四
才
よ
り
小
六
ま
で
の
女
の
子
。

集
合
日
時
・
場
所

◇
十
月
五
日
午
前
十
時
よ
り

◇
西
条
市
西
田　

西
田
自
治
会
館

　

 （
石
鎚
神
社
本
社
前
、
石
の
鳥

　

居
横
）
に
て
受
付
開
始
。

◇
正
午
社
務
所
前
よ
り
出
発
。

奉
仕
内
容

◇
自
治
会
館
に
て
着
替
え
、
石
鎚

　

神
社
の
神
輿
の
渡
御
運
行
の
お

　

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当

◇
石
鎚
敬
神
婦
人
会
、
橘
支
部

お
願
い

◇
白
靴
下
、
白
ブ
ラ
ウ
ス
を
ご
用

　

意
下
さ
い
。

◇
装
束
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

先
着
順
に
て
お
許
し
下
さ
い
。

◇
事
前
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。

◇
私
服
で
行
列
へ
参
加
し
て
頂
い

　

て
も
結
構
で
す
。

子
供
み
こ
し

お
稚
児
さ
ん

霊
峰
石
鎚
山
開
山
一
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　
　

列
格　
　

百
六
十
年

石
鎚
本
教　
　

創
立　
　

八
十
周
年

周
年
奉
祝
大
祭
・
記
念
式
典
日
程

　

十
時　

奉
祝
式
典
・
記
念
表
彰

十
一
時　

奉
祝
行
事

　
　
　
　

日
本
舞
踊

　
　
　
　

夢
華
神
楽

十
二
時　

奉
納
だ
ん
じ
り

十
三
時　

祝
賀
会

十
七
時　

宵
宮
祭

　

十
時　

周
年
奉
祝
大
祭

　
　
　
　

奉
納
行
事　

神
楽
「
陵
王
」

　
　

後
、
御
神
輿
・
花
神
輿
・
樽
神
輿　

渡
御

　
　
　
　

御
旅
所
祭

　
　
　
　

御
神
像
拝
戴

　
　
　
　

餅
投
げ
・
福
木
投
げ

　
　
　
　

お
茶
席
（
無
料
）　

十
月
四
日
（
土
）　本

殿
著
御
後
、

神
賑
行
事

十
月
五
日
（
日
）　

祖
霊
殿
に
て
秋
季
例
大
祭
を

斎
行
し
、
並
び
に
春
季
例
大

祭
以
降
に
届
出
の
あ
り
ま
し

た
物
故
者
を
新
祭
神
と
し
て

合
わ
せ
祀
る
合
祀
祭
を
行
い

ま
す
。

過
去
三
年
間
に
合
祀
さ
れ
ま

し
た
遺
族
の
方
へ
も
ご
案
内

申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ご
参

拝
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
六
日
（
月
）

午
前
十
時　

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭　

十
月
七
日
（
火
）

午
前
九
時　

周
年
奉
祝
大
祭　

後
宮
祭
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年
奉
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祭

子
供
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こ
し
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さ
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月
五
日
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日
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で
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で
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仕
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仕
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。
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付
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。
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ッ
ピ
を
お
貸
し
し
ま
す
。

◇
正
午
前
後
、
御
本
殿
よ
り
出
発
。

奉
仕
内
容

◇
石
鎚
神
社
の
神
輿
に
続
き
、
こ

　

ど
も
神
輿
の
渡
御
運
行
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

担
当

◇
西
田
自
治
会
・
敬
婦
橘
支
部

対
象

◇
四
才
よ
り
小
六
ま
で
の
女
の
子
。

集
合
日
時
・
場
所

◇
十
月
五
日
午
前
十
時
よ
り

◇
西
条
市
西
田　

西
田
自
治
会
館

　

 （
石
鎚
神
社
本
社
前
、
石
の
鳥

　

居
横
）
に
て
受
付
開
始
。

◇
正
午
社
務
所
前
よ
り
出
発
。

奉
仕
内
容

◇
自
治
会
館
に
て
着
替
え
、
石
鎚

　

神
社
の
神
輿
の
渡
御
運
行
の
お

　

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当

◇
石
鎚
敬
神
婦
人
会
、
橘
支
部

お
願
い

◇
白
靴
下
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白
ブ
ラ
ウ
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を
ご
用
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下
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。

◇
装
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限
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が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

先
着
順
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お
許
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。
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事
前
の
受
付
は
出
来
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。
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私
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へ
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加
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い

　

て
も
結
構
で
す
。

子
供
み
こ
し

お
稚
児
さ
ん

霊
峰
石
鎚
山
開
山
一
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　
　

列
格　
　

百
六
十
年

石
鎚
本
教　
　

創
立　
　

八
十
周
年

周
年
奉
祝
大
祭
・
記
念
式
典
日
程

　

十
時　

奉
祝
式
典
・
記
念
表
彰

十
一
時　

奉
祝
行
事

　
　
　
　

日
本
舞
踊

　
　
　
　

夢
華
神
楽

十
二
時　

奉
納
だ
ん
じ
り

十
三
時　

祝
賀
会

十
七
時　

宵
宮
祭

　

十
時　

周
年
奉
祝
大
祭

　
　
　
　

奉
納
行
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神
楽
「
陵
王
」

　
　

後
、
御
神
輿
・
花
神
輿
・
樽
神
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渡
御

　
　
　
　

御
旅
所
祭

　
　
　
　

御
神
像
拝
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餅
投
げ
・
福
木
投
げ

　
　
　
　

お
茶
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（
無
料
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十
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殿
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御
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神
賑
行
事

十
月
五
日
（
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祖
霊
殿
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て
秋
季
例
大
祭
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斎
行
し
、
並
び
に
春
季
例
大

祭
以
降
に
届
出
の
あ
り
ま
し

た
物
故
者
を
新
祭
神
と
し
て

合
わ
せ
祀
る
合
祀
祭
を
行
い

ま
す
。

過
去
三
年
間
に
合
祀
さ
れ
ま

し
た
遺
族
の
方
へ
も
ご
案
内

申
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上
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い
ま
す
。
ご
参

拝
を
お
願
い
し
ま
す
。
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日
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）
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周
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お　名　前 連　絡　先ご　住　所生 年 月 日

石鎚神社　周年奉祝大祭：１０月５日（日）
「おかげ神輿」担ぎ手　募集！！！

西日本最高峰　霊峰石鎚山　総本宮　石鎚神社
「おかげ御神輿」を担いでみませんか？
・集　　合：午前１１時30分・御本殿前 参集殿入口
・神輿渡御：正午頃～１５時頃まで
・服　　装：動きやすい格好。鉢巻・法被は神社準備
・募集人数：３０人（男性）
・申込締切：９月２５日　厳守
※締切までの申込者は保険に加入します
・御本殿～JR 石鎚山駅前御旅所の往復です
・雨天時は社務所前までの巡行予定
・終了後、お弁当・御神酒をお渡しします

ご不明な点は、石鎚神社までお尋ね下さい。
（TEL:0897-55-4044 FAX:0897-55-7242)
　　　　　　 担当：十亀・大岡

ご不明な点は、石鎚神社までお尋ね下さい。
（TEL:0897-55-4044 FAX:0897-55-7242)
　　　　　　 担当：十亀・大岡
「お名前・生年月日・ご住所・連絡先」をお知らせ下さい。
「おかげ神輿」

り
、
崇
敬
組
合
長
・
総
責
任
者
・

金
弊
奉
持
者
・
一
番
責
任
者
共
々

に
、
み
ん
な
一
致
団
結
し
素
晴
ら

し
い
奉
仕
に
す
る
こ
と
を
誓
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

又
、
昨
年
役
員
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
新
し
く
二
名
に
副
組

合
長
を
追
加
選
出
、
金
子
良
美
元

老
大
顧
問
、
楠
野
耕
市　

大
会
長

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
組
合
の
御
発
展
、

皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

合
掌　

文
責　

禰
宜　

佐
々
木

大
分
崇
敬
組
合　

役
員

組
合
長

田
島　

大
悟　

名
誉
部
長

副
組
合
長

姫
野
三
智
広　

元
老
大
顧
問

渡
辺　

一
也　

元
老
大
顧
問

日
野　

正
士　

先
達

金
子　

良
美　

元
老
大
顧
問

楠
野　

耕
市　

大
会
長

会
計

木
浦　

由
香　

元
老
顧
問

監
査

楠
野　

泰
広　

副
監
長

井
戸
川
幸
弘　

副
監
長

（
敬
称
略階

級
六
月
三
十
日
現
在
）

続
き
、

審
議
事
項

○
令
和
六
年
度
活
動
報
告

○
令
和
六
年
度
収
支
決
算
報
告

○
同
、
監
査
報
告

○
令
和
七
年
度
事
業
活
動
方
針

○
令
和
七
年
度
会
計
予
算

○
定
款
の
改
正

○
役
員
改
選
（
副
組
合
長
二
名
）

報
告
事
項

・
お
山
開
き
大
祭　

併
せ

　

七
月
一
日　

御
神
像
奉
持
の
件

・
本
社
よ
り
報
告
・
御
案
内

　

前
記
次
第
・
要
項
に
て
、
理
事
・

委
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
・
委
員
総
会
で
は
、「
お

山
へ
行
こ
う
」
を
合
い
言
葉
に
各

審
議
が
報
告
、
検
討
、
特
に
お
山

開
き
大
祭
七
月
一
日
、
例
年
御
奉

仕
頂
い
て
お
り
ま
す
成
就
社
か
ら

頂
上
社
へ
の
御
神
像
奉
持
の
件
で

は
、
継
続
し
て
い
く
大
切
さ
、「
大

分
よ
り
風
が
吹
く
」
の
気
持
ち
を

大
切
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿

は
、
心
強
い
も
の
が
有
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
霊
峰
石
鎚
山
開

山
一
三
四
〇
年
・
石
鎚
神
社
列
格

一
六
〇
年
・
石
鎚
本
教
創
立
八
〇

周
年
の
節
目
の
年
に
、
一
番
の
和

魂
の
御
神
像
奉
持
の
担
当
と
な

出
向
者

武
智
宮
司
・
管
長

中
西
名
誉
顧
問
・
奉
賛
会
会
長

佐
々
木
禰
宜

組
合
参
加
者　

五
十
名

先
ず
、

最
高
功
労
章　

金
笏　

授
与

江
藤
秀
人　

様

　

神
社
・
本
教　

参
与

　

元
大
分
崇
敬
組
合
長

　

大
分
石
鎚
教
会
教
会
長

大
分
崇
敬
組
合

令
和
七
年
度

　
　

理
事
・
委
員
総
会

　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ　

ア
イ
ネ
ス
に
て

田
島　

大
悟　

崇
敬
組
合
長

　
　
　
　
　
　

名
誉
部
長

六
月
十
四
日　

開
催
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総
会
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様
子
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招福セット申込書（ 毎年の定期便 ・ 今回のみ ）どちらかに○をお願い致します。

招福セット7点のご案内

①福　箕（ふくみ）　（天狗のお面） 　（寸法：14㎝×17㎝）

③干支置物 （寸法：9㎝×14㎝）
④御塩（280g）お供え、お清め、お食事等にご利用下さい。

②御神酒 　（寸法：19㎝×7㎝）

※
干
支
の
置
物
は
馬
に
な
り
ま
す

・お申込先：石鎚神社　　
・担当：権禰宜　曽我部洋輔
・〒793-8555　愛媛県西条市西田797
・TEL 0897-55-4044
・FAX 0897-55-7242
 ・

受付は、神社メール、FAX、社務所窓口でございます。
※当社先達会付をお持ちの方、又は社報申し込みの方
　のみ電話受付致します。

⑥石鎚魔除け猿 （寸法：約3㎝×約2㎝） 
※一つ一つ手作りの為、猿の色柄・大きさは全て異なっております。
⑦天てんおみくじ （天狗のおみくじ） 天てん（天狗様のキャラクター愛称）は
幸運を呼ぶ神様です。どうぞ良き所にお飾り下さい。

⑤教化カレンダー （上下見開きA３サイズ）
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わ
し
ら
タ
ヌ
キ
の
仲
間
に
も

色
々
お
っ
て
、
わ
し
み
た
い
に
ホ

ン
ト
は
夜
行
性
な
の
に
昼
間
に
ブ

ラ
ブ
ラ
し
て
み
た
り
、
妙
に
食
べ

物
を
見
つ
け
る
の
が
早
い
の
や
果

て
は
化
け
る
の
が
と
て
も
上
手
い

仲
間
も
お
る
（
笑
）
タ
ヌ
キ
の
世

界
で
さ
え
そ
う
な
ん
じ
ゃ
か
ら
、

人
間
様
の
世
界
に
は
も
っ
と
様
々

な
お
方
が
お
る
よ
う
で
…
。

　

も
う
ず
ー
っ
と
前
じ
ゃ
が
、

N
PO

法
人
石
鎚
な
ん
ち
ゃ
ら
と
い

う
団
体
の
お
方
が
、
今
ま
で
自
分

が
興
味
が
の
う
て
知
ら
ず
気
付
か

な
か
っ
た
だ
け
で
、
田
舎
に
住
ん

で
い
て
も
視
線
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
色
ん
な
人
達
が
あ
ち

こ
ち
に
居
る
こ
と
が
活
動
を
通
し

て
分
か
っ
た
と
…
。

　

そ
う
そ
う
、
神
社
の
職
員
さ
ん

に
も
色
ん
な
役
割
の
仕
事
が
あ
っ

て
、
一
つ
の
祭
典
を
斎
行
す
る
の

に
、
当
日
は
神
職
さ
ん
や
巫
女
さ

ん
は
祭
典
奉
仕
と
な
る
が
、
そ
の

準
備
や
片
付
け
、
お
供
え
の
調
達
、

案
内
状
の
手
配
や
発
送
、
参
拝
や

ご
宿
泊
の
方
へ
の
様
々
な
対
応
な

　

ま
あ
、
石
鎚
山
開
山
以
来
仰
山

な
年
月
が
流
れ
て
お
る
が
、
こ
こ

か
ら
拝
む
石
鎚
の
お
山
は
い
つ
も

麗
し
い
…
。
そ
う
じ
ゃ
！
今
日
は
、

頂
上
遙
拝
の
鳥
居
ま
で
朝
の
散
歩

と
洒
落
込
ん
で
み
る
か
い
♪

　

そ
う
そ
う
、
先
日
お
山
の
て
っ

ぺ
ん
の「
石
鎚
神
社
頂
上
山
荘
」で
、

「
西
海
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
会

〜
石
鎚
山
山
岳
信
仰
に
つ
い
て
知

る
会
〜
」
と
題
し
て
、
宿
泊
者
の

方
を
対
象
に
歴
史
・
民
俗
学
者
の

西
海
賢
二
先
生
の
講
演
が
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
と
。

　

西
海
先
生
い
う
た
ら
東
京
家
政

学
院
大
学
の
名
誉
教
授
で
方
々
の

大
学
で
も
講
師
を
務
め
、
日
本
山

岳
修
験
学
会
や
日
本
民
俗
学
会
等

の
理
事
も
歴
任
さ
れ
、
石
鎚
信
仰

の
研
究
者
と
し
て
そ
の
世
界
で
は

知
ら
な
い
お
方
は
お
ら
ん
。
タ
ヌ

キ
の
わ
し
も
、
よ
く
存
じ
上
げ
て

お
る
し
、
夏
山
開
き
に
は
も
う
数

十
年
に
亘
り
成
就
社
の
祈
祷
受
付

窓
口
で
ご
奉
仕
さ
れ
と
る
。

　

世
の
中
に
色
ん
な
タ
イ
プ
の
学

思
議
や
ら
、
嬉
し
い
や
ら
！
や
は

り
、何
で
も
そ
う
じ
ゃ
ろ
う
が
「
基

本
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
」
を
再
認
識
し
た
ら
し
い
。
基

本
を
知
ら
ん
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
さ
ん

が
悪
戦
苦
闘
う
る
の
も
無
理
は
な

い
わ
な
〜
。「
基
本
を
知
っ
て
初
め

て
応
用
が
で
き
る
。
基
本
が
な
い

の
は
我
流
で
し
か
な
い
。」
…
と
か

い
う
し
の
う
。

　

聞
く
と
こ
ろ
都
市
部
で
は
飲
食

店
の
従
業
員
さ
ん
に
当
た
り
前
に

外
人
さ
ん
も
お
り
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
と
や
ら
で
注
文
し
、
そ
れ
を

持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
が
ロ
ボ
ッ

ト
ら
し
い
の
う
…
。
人
手
不
足
が

深
刻
ら
し
い
。

　

営
繕
さ
ん
も
か
つ
て
は
何
人
か

で
作
業
し
て
い
た
こ
と
が
一
人
で

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
、

職
務
遂
行
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
工

夫
も
さ
れ
と
る
よ
う
じ
ゃ
。
大
変

じ
ゃ
の
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
の

な
い
様
に
、
お
怪
我
の
無
い
様
に

〜
フ
ァ
イ
ト
〜
！

　

わ
し
も
こ
の
お
山
の
七
合
目
に

生
ま
れ
育
っ
て
三
百
年
ち
ょ
っ
と

…
。
ま
た
一
つ
新
た
な
時
代
を
迎

え
て
お
る
様
な
気
が
し
よ
る
。

文
責　

相
談
員　

曽
我
部
英
司

も
素
晴
ら
し
い
が
、
登
山
道
を
三

〜
四
時
間
か
け
て
登
る
必
要
の
あ

る
講
演
を
引
き
受
け
る
西
海
先
生

も
素
敵
じ
ゃ
！
石
鎚
山
を
愛
す
る

ご
両
名
の
思
い
が
こ
の
ご
縁
を
産

ん
だ
ん
じ
ゃ
な
あ
〜
。

　

当
日
は
、
夕
食
後
約
一
時
間
、

石
鎚
信
仰
等
の
お
話
を
さ
れ
、
ご

宿
泊
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
お
ら
れ
た
様
じ
ゃ
。
今
年

は
六
月
七
日
と
八
月
九
日
に
催
行

さ
れ
、
八
月
は
こ
の
講
演
を
聞
く

の
を
目
的
に
登
山
宿
泊
さ
れ
る
お

方
も
お
っ
て
予
約
で
満
室
。
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
状
態
じ
ゃ
と
。

　

思
う
に
石
鎚
山
開
山
以
来
、
間

違
い
な
く
「
西
日
本
最
高
峰
で
初

め
て
の
学
者
さ
ん
の
講
演
会
」

じ
ゃ
わ
い
。
先
生
も
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
ら
も
準
備
含
め
て
何
か
と
大
変

じ
ゃ
ろ
う
が
…
、
頂
上
社
の
諸
神

事
の
斎
行
は
も
ち
ろ
ん
、
山
荘
で

企
画
す
る
諸
行
事
は
、
必
然
的
に

西
日
本
最
高
峰
で
の
催
行
と
な
り
、

開
山
さ
れ
て
初
め
て
の
企
画
催
行

と
な
る
こ
と
も
あ
る
…
。

　

こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
楽
し
く
ワ
ク
ワ

ク
す
る
頂
上
山
荘
で
の
時
空
間
の

創
造
を
期
待
せ
ず
に
は
お
れ
ん
わ

い
♪
フ
ァ
イ
ト
〜
！

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
年
の
梅
雨

は
す
ぐ
に
明
け
た
の
う
〜
。
お
山

開
期
間
中
も
お
日
様
は
大
活
躍
！

こ
の
石
鎚
山
の
七
合
目
、
成
就
の

森
も
日
陰
に
入
れ
ば
幾
分
涼
し
い

が
、
日
向
は
う
っ
か
り
歩
く
と
干

か
ら
び
て
し
ま
う
。
た
か
だ
か
三
、

四
十
年
前
の
お
山
開
き
は
、
神
社

の
ど
の
窓
口
に
も
火
鉢
が
あ
っ
て
、

炭
火
を
起
こ
し
て
朝
な
朝
な
に
暖

を
取
っ
て
い
た
の
が
信
じ
ら
れ
ん

わ
い
…
。

っ
て
鍵
を
使
わ
ず
解
錠
す
る
専
門

家
、
あ
の
「
鍵
師
」
も
さ
れ
と
っ

た
ら
し
い
。
ホ
ン
ト
見
回
し
て
み

た
ら
身
近
な
所
に
達
人
が
居
る
も

の
じ
ゃ
わ
い
。

　

で
、
結
果
じ
ゃ
が
〜
そ
の
お
方

に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
預
け
、
ち
ょ

っ
と
そ
こ
を
離
れ
と
る
間
に
し
っ

か
り
と
蓋
も
閉
ま
り
鍵
も
施
錠
、

開
錠
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
っ

た
ん
じ
ゃ
と
。
も
と
プ
ロ
と
い
え

ば
そ
う
か
も
知
れ
ん
が
、
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
の
お
方
は
、
ご
自
分
で
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
と
や
ら
も
見
て
一
時

間
程
も
格
闘
？
し
た
の
に
ど
う
に

も
な
ら
な
か
っ
た
の
が
簡
単
に
？

治
っ
た
…
。
感
動
す
る
や
ら
、
不

ど
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
お
る
ら
し

い
。
言
う
た
ら
ど
の
部
分
が
欠
け

て
も
お
祭
り
は
で
き
ん
こ
と
に
な

る
。
…
な
の
で
、
神
社
の
職
員
さ

ん
は
当
然
じ
ゃ
が
、
ご
奉
仕
の
お

方
も
含
め
て
全
員
が
祭
典
奉
仕
と

も
言
え
る
わ
い
。

　

と
こ
ろ
で
神
職
さ
ん
は
大
概
そ

の
道
一
筋
の
お
方
が
多
い
様
じ
ゃ

が
、
他
の
仕
事
か
ら
神
社
へ
ご
縁

が
あ
っ
て
奉
職
さ
れ
た
職
員
さ
ん

も
結
構
多
い
ん
じ
ゃ
と
。

　

こ
の
前
の
こ
と
、
と
あ
る
お
方

が
四
桁
の
数
字
を
合
わ
せ
る
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
の
蓋
が
開
い
た
ま
ま
逆

に
鍵
が
閉
ま
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
使
え
ん
し
、
お
気

に
入
り
を
棄
て
る
訳
に
も
行
か
ず

…
プ
ロ
に
頼
む
し
か
な
い
か
と
思

う
と
っ
た
時
…
神
社
の
職
員
さ
ん

の
と
あ
る
お
顔
を
思
い
出
し
た
ん

じ
ゃ
と
…
。
ん
？
誰
か
っ
て
？
普

段
は
神
社
の
営
繕
を
担
当
さ
れ
よ

る
髙
橋
政
憲
さ
ん
じ
ゃ
。

　

営
繕
担
当
と
い
う
こ
と
で
境
内

の
様
々
な
修
理
や
造
作
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
る
時
は
お
供
え
の
巨
大
な

魚
を
捌
い
た
り
…
、
ホ
ン
ト
何
で

も
で
き
よ
る
。
で
、
以
前
そ
の
お

方
は
錠
前
を
制
作
修
理
し
た
り
、

錠
前
の
構
造
を
学
び
理
解
し
て
お

者
さ
ん
が
お
る
ら
し
い
が
、
西
海

先
生
は
、
机
上
論
者
で
は
の
う
て

現
場
主
義
の
研
究
者
さ
ん
で
、
必

ず
自
分
の
足
で
各
地
の
お
山
に
入

り
、
書
物
を
編
む
お
方
じ
ゃ
と
石

鎚
神
社
の
前
の
第
十
四
代
武
智
昭

典
宮
司
さ
ん
が
言
わ
れ
と
っ
た
の

お
…
。

　

じ
ゃ
が
、
こ
の
企
画
を
発
想
す

る
頂
上
山
荘
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
ら

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
３
）

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
３
）

つ
れ
づ
れ

つ
れ
づ
れ

※
ご
縁
を
生
か
す
力
は
「
西
日
本

最
高
峰
で
歴
史
学
者
さ
ん
の
講
演

会
を
開
く
」
の
こ
と
。

※
「
見
渡
す
と
〜
身
近
な
所
に　

様
々
な
達
人
が
居
る
〜
」
の
こ

と
。
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ら
し
い
の
う
…
。
人
手
不
足
が

深
刻
ら
し
い
。

　

営
繕
さ
ん
も
か
つ
て
は
何
人
か

で
作
業
し
て
い
た
こ
と
が
一
人
で

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
、

職
務
遂
行
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
工

夫
も
さ
れ
と
る
よ
う
じ
ゃ
。
大
変

じ
ゃ
の
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
の

な
い
様
に
、
お
怪
我
の
無
い
様
に

〜
フ
ァ
イ
ト
〜
！

　

わ
し
も
こ
の
お
山
の
七
合
目
に

生
ま
れ
育
っ
て
三
百
年
ち
ょ
っ
と

…
。
ま
た
一
つ
新
た
な
時
代
を
迎

え
て
お
る
様
な
気
が
し
よ
る
。

文
責　

相
談
員　

曽
我
部
英
司

も
素
晴
ら
し
い
が
、
登
山
道
を
三

〜
四
時
間
か
け
て
登
る
必
要
の
あ

る
講
演
を
引
き
受
け
る
西
海
先
生

も
素
敵
じ
ゃ
！
石
鎚
山
を
愛
す
る

ご
両
名
の
思
い
が
こ
の
ご
縁
を
産

ん
だ
ん
じ
ゃ
な
あ
〜
。

　

当
日
は
、
夕
食
後
約
一
時
間
、

石
鎚
信
仰
等
の
お
話
を
さ
れ
、
ご

宿
泊
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
お
ら
れ
た
様
じ
ゃ
。
今
年

は
六
月
七
日
と
八
月
九
日
に
催
行

さ
れ
、
八
月
は
こ
の
講
演
を
聞
く

の
を
目
的
に
登
山
宿
泊
さ
れ
る
お

方
も
お
っ
て
予
約
で
満
室
。
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
状
態
じ
ゃ
と
。

　

思
う
に
石
鎚
山
開
山
以
来
、
間

違
い
な
く
「
西
日
本
最
高
峰
で
初

め
て
の
学
者
さ
ん
の
講
演
会
」

じ
ゃ
わ
い
。
先
生
も
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
ら
も
準
備
含
め
て
何
か
と
大
変

じ
ゃ
ろ
う
が
…
、
頂
上
社
の
諸
神

事
の
斎
行
は
も
ち
ろ
ん
、
山
荘
で

企
画
す
る
諸
行
事
は
、
必
然
的
に

西
日
本
最
高
峰
で
の
催
行
と
な
り
、

開
山
さ
れ
て
初
め
て
の
企
画
催
行

と
な
る
こ
と
も
あ
る
…
。

　

こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
楽
し
く
ワ
ク
ワ

ク
す
る
頂
上
山
荘
で
の
時
空
間
の

創
造
を
期
待
せ
ず
に
は
お
れ
ん
わ

い
♪
フ
ァ
イ
ト
〜
！

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
年
の
梅
雨

は
す
ぐ
に
明
け
た
の
う
〜
。
お
山

開
期
間
中
も
お
日
様
は
大
活
躍
！

こ
の
石
鎚
山
の
七
合
目
、
成
就
の

森
も
日
陰
に
入
れ
ば
幾
分
涼
し
い

が
、
日
向
は
う
っ
か
り
歩
く
と
干

か
ら
び
て
し
ま
う
。
た
か
だ
か
三
、

四
十
年
前
の
お
山
開
き
は
、
神
社

の
ど
の
窓
口
に
も
火
鉢
が
あ
っ
て
、

炭
火
を
起
こ
し
て
朝
な
朝
な
に
暖

を
取
っ
て
い
た
の
が
信
じ
ら
れ
ん

わ
い
…
。

っ
て
鍵
を
使
わ
ず
解
錠
す
る
専
門

家
、
あ
の
「
鍵
師
」
も
さ
れ
と
っ

た
ら
し
い
。
ホ
ン
ト
見
回
し
て
み

た
ら
身
近
な
所
に
達
人
が
居
る
も

の
じ
ゃ
わ
い
。

　

で
、
結
果
じ
ゃ
が
〜
そ
の
お
方

に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
預
け
、
ち
ょ

っ
と
そ
こ
を
離
れ
と
る
間
に
し
っ

か
り
と
蓋
も
閉
ま
り
鍵
も
施
錠
、

開
錠
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
っ

た
ん
じ
ゃ
と
。
も
と
プ
ロ
と
い
え

ば
そ
う
か
も
知
れ
ん
が
、
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
の
お
方
は
、
ご
自
分
で
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
と
や
ら
も
見
て
一
時

間
程
も
格
闘
？
し
た
の
に
ど
う
に

も
な
ら
な
か
っ
た
の
が
簡
単
に
？

治
っ
た
…
。
感
動
す
る
や
ら
、
不

ど
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
お
る
ら
し

い
。
言
う
た
ら
ど
の
部
分
が
欠
け

て
も
お
祭
り
は
で
き
ん
こ
と
に
な

る
。
…
な
の
で
、
神
社
の
職
員
さ

ん
は
当
然
じ
ゃ
が
、
ご
奉
仕
の
お

方
も
含
め
て
全
員
が
祭
典
奉
仕
と

も
言
え
る
わ
い
。

　

と
こ
ろ
で
神
職
さ
ん
は
大
概
そ

の
道
一
筋
の
お
方
が
多
い
様
じ
ゃ

が
、
他
の
仕
事
か
ら
神
社
へ
ご
縁

が
あ
っ
て
奉
職
さ
れ
た
職
員
さ
ん

も
結
構
多
い
ん
じ
ゃ
と
。

　

こ
の
前
の
こ
と
、
と
あ
る
お
方

が
四
桁
の
数
字
を
合
わ
せ
る
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
の
蓋
が
開
い
た
ま
ま
逆

に
鍵
が
閉
ま
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
使
え
ん
し
、
お
気

に
入
り
を
棄
て
る
訳
に
も
行
か
ず

…
プ
ロ
に
頼
む
し
か
な
い
か
と
思

う
と
っ
た
時
…
神
社
の
職
員
さ
ん

の
と
あ
る
お
顔
を
思
い
出
し
た
ん

じ
ゃ
と
…
。
ん
？
誰
か
っ
て
？
普

段
は
神
社
の
営
繕
を
担
当
さ
れ
よ

る
髙
橋
政
憲
さ
ん
じ
ゃ
。

　

営
繕
担
当
と
い
う
こ
と
で
境
内

の
様
々
な
修
理
や
造
作
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
る
時
は
お
供
え
の
巨
大
な

魚
を
捌
い
た
り
…
、
ホ
ン
ト
何
で

も
で
き
よ
る
。
で
、
以
前
そ
の
お

方
は
錠
前
を
制
作
修
理
し
た
り
、

錠
前
の
構
造
を
学
び
理
解
し
て
お

者
さ
ん
が
お
る
ら
し
い
が
、
西
海

先
生
は
、
机
上
論
者
で
は
の
う
て

現
場
主
義
の
研
究
者
さ
ん
で
、
必

ず
自
分
の
足
で
各
地
の
お
山
に
入

り
、
書
物
を
編
む
お
方
じ
ゃ
と
石

鎚
神
社
の
前
の
第
十
四
代
武
智
昭

典
宮
司
さ
ん
が
言
わ
れ
と
っ
た
の

お
…
。

　

じ
ゃ
が
、
こ
の
企
画
を
発
想
す

る
頂
上
山
荘
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
ら

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
３
）

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
３
）

つ
れ
づ
れ

つ
れ
づ
れ

※
ご
縁
を
生
か
す
力
は
「
西
日
本

最
高
峰
で
歴
史
学
者
さ
ん
の
講
演

会
を
開
く
」
の
こ
と
。

※
「
見
渡
す
と
〜
身
近
な
所
に　

様
々
な
達
人
が
居
る
〜
」
の
こ

と
。
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社　

報

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇
｜
〇
｜
一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武

智　

正

人

【
編　

集
】
曽　

我　

部　

洋　

輔

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索⬅で

石
鎚
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
て
ご
覧
頂
け

ま
す
。

　

祭
典
や
季
節
の
情
報
な
ど
も

ア
ッ
プ
し
て
参
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

石
鎚
神
社　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

Q
R
コ
ー
ド

石鎚神社  HP
QR コード

Q
今
年
の
七
五
三
は
何
年
生
ま

れ
で
す
か
？

Ⓐ

Q
祈
祷
料
は
？

Ⓐ
一
件
五
千
円
か
ら

兄
弟
姉
妹
は
左
記
の
通
り

で
す
。一

人　

五
千
円

二
人　

八
千
円

三
人　

一
万
円

Q
参
拝
日
が
雨
の
予
報
な
の

で
す
が
…

Ⓐ
車
で
本
殿
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

Q
ご
祈
祷
は
い
つ
か
ら
可
能

で
す
か
？

Ⓐ
毎
日
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

毎
月
一
日
と
十
五
日
は
午

前
十
時
よ
り
月
次
祭
の
為
、

時
間
の
制
限
が
ご
ざ
い
ま

す
。
日
時
が
お
決
ま
り
で

し
た
ら
、
電
話
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
〇
八
九
七
|
五
五
|
四
〇
四
四
】

　

七
五
三
を
迎
え
ら
れ
る
ご

家
族
ご
親
族
の
皆
様
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
子
様
の
つ
つ
が
な
い
成

長
は
、
ご
家
族
の
何
よ
り
の

喜
び
と
存
じ
ま
す
。

神
様
の
お
守
り
、
ご
家
族
・

ご
先
祖
様
の
あ
た
た
か
な
お

守
り
を
い
た
だ
き
、
健
や
か

な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ

う
。

年　齢

７歳の女児

帯解のお祝い
平成31年
令和元年

５歳の男児

袴着のお祝い

令和５年

平成30年

令和２年

令和４年
3歳の男・女

髪置のお祝い

数え年 満年齢

おびとき

はかまぎ

かみおき

令和３年
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